
ベ
ン
ガ
ル
の
刈
分
小
作
制
に
つ

一
独
立
前
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て

デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
県
の
事
例
一

河

合

明

虚旦

【
要
約
】
　
小
稿
は
、
北
ベ
ン
ガ
ル
に
属
す
る
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
県
を
対
象
と
し
て
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
e
三
〇
年
代
後

半
に
お
い
て
ジ
ュ
ー
ト
作
栽
培
に
よ
る
寓
農
的
経
営
の
存
在
を
実
証
し
、
そ
れ
が
四
〇
年
代
に
は
い
っ
て
地
主
に
転
化
し
て
い
く
過
程
と
そ
の
要
因
一

主
と
し
て
ジ
ェ
ー
ト
と
米
の
価
格
条
件
の
変
化
1
を
分
析
す
る
こ
と
。
⇔
さ
ら
に
、
こ
の
地
主
の
主
た
る
経
済
的
基
盤
が
刈
分
小
作
で
あ
る
こ
と
、
刈

分
小
作
が
、
ベ
ン
ガ
ル
農
村
に
お
け
る
事
実
上
の
賃
労
働
者
の
主
要
な
存
在
形
態
で
あ
る
こ
と
。

　
ザ
、
ミ
ン
ダ
ー
リ
制
下
に
お
い
て
、
農
民
層
分
解
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
か
か
る
地
主
・
刈
分
小
作
関
係
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の

ザ
ミ
ソ
ダ
ー
リ
制
π
地
主
制
度
の
理
解
は
、
再
検
討
を
迫
ま
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
視
点
を
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
示
そ
う
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
〇
巻
六
号
　
一
九
七
七
年
十
一
月

ベンガルの刈分小作鰯について（河合）

問
題
の
限
定

♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
従
来
、
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
制
下
の
刈
分
小
作
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
封
建
的
あ
る
い
は
半
封
建
的
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
主
・
刈
分
小
作
関
係

が
社
会
的
分
業
の
展
開
の
度
合
に
規
定
さ
れ
、
具
体
的
に
い
か
な
る
経
済
的
内
容
を
持
つ
に
い
た
っ
た
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ド
ロ
エ
デ
イ
ズ
ム

あ
た
ら
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
地
主
舗
度
の
戯
画
で
あ
る
ザ
ミ
ソ
ダ
ー
リ
制
と
、
そ
の
下
で
の
う
イ
ヤ
ヅ
ト
ー
ー
農
民
諸
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

間
の
関
係
が
、
社
会
的
分
業
の
展
開
の
度
合
と
、
そ
の
社
会
的
分
業
の
展
開
に
対
応
し
て
制
定
さ
れ
る
一
八
五
九
年
の
ベ
ン
ガ
ル
借
地
法
を
始

点
と
す
る
一
連
の
小
作
農
保
護
法
と
の
関
連
に
お
い
て
、
具
体
的
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
地
主
制
度
睡
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
綱
の
内
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部
構
造
の
変
化
を
、
か
か
る
千
ソ
ド
農
業
の
．
発
展
と
い
う
視
角
で
捉
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
古
賀
正
忌
氏
は
、
一
連
の
小
作
農
保
護
法
に
よ
り
小
作
権
が
強
化
さ
れ
た
ラ
イ
ヤ
ヅ
ト
聴
「
占
有
．
小
作
」
を
、
　
「
ザ
ミ
ー
ソ
ダ
ー
ル
等
の
地

主
層
に
対
し
て
は
小
作
で
あ
り
な
が
ら
、
他
面
で
は
刈
分
小
作
や
随
意
小
作
等
に
土
地
を
転
貸
し
あ
る
い
は
農
村
労
働
老
を
雇
用
す
る
限
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

お
い
て
地
主
で
あ
る
と
い
う
二
重
的
性
格
」
を
持
つ
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
農
民
諸
階
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
全
層
的
落
層
の
結
果
、
彼
ら
の
土
地
は
商
業
・
高
利
貸
資
本
に
代
表
さ
れ
る
非
農
業
老
に
渡
っ
た
と
さ
れ
、
こ
の
期
に
富
農
経
営
の
発
展
の

可
能
性
は
無
い
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
｝
に
、
こ
の
二
重
的
性
格
を
持
つ
「
占
有
小
作
」
層
の
農
民
層
分
解
に
お
い
て
果
す
役
割
が
、
第

二
に
、
こ
の
期
の
富
農
経
営
の
展
開
の
地
帯
的
差
異
に
照
応
し
、
一
九
四
三
年
の
べ
ソ
ガ
ル
飢
饅
後
に
お
い
て
確
立
す
る
地
主
制
の
地
帯
的
特

質
が
、
充
分
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
小
稿
で
は
、
一
九
二
九
一
三
三
年
の
大
恐
慌
に
よ
る
一
次
産
品
の
国
際
価
格
の
暴
落
が
、
既
に
崎
型
的
な
形
（
農
工
間
結
合
の
強
制
的
な
分
離
、

農
業
に
お
け
る
モ
ノ
ヵ
ル
チ
ァ
化
）
で
商
品
経
済
の
進
展
を
み
て
い
た
ベ
ン
ガ
ル
の
農
村
経
済
構
造
に
直
撃
を
与
え
る
三
〇
年
代
か
ら
独
立
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
県
を
対
象
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
す
な
わ
ち
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
富
農
経
営
の
性

格
と
、
言
論
以
降
に
拡
大
す
る
地
主
・
刈
分
小
作
関
係
の
性
格
と
を
、
主
と
し
て
刈
分
小
作
の
存
在
形
態
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た

い
・
そ
の
場
合
・
笹
星
産
手
段
の
所
有
第
一
だ
小
讐
と
し
て
の
労
働
過
程
に
お
け
る
悪
性
・
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
を
検
討
す
殉
・

こ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
実
施
し
た
土
地
制
度
“
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
制
の
経
済
史
上
の
位
置
づ
け
、
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、
か
か

る
植
民
地
経
済
下
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
到
達
点
ー
ー
イ
ン
ド
共
和
国
の
始
点
を
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
素
描
し
て
み
た
い
、
と
い
う
の

が
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
小
稿
で
対
象
と
す
る
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
県
は
、
北
ベ
ン
ガ
ル
に
属
し
、
｝
九
四
六
年
冬
か
ら
四
七
年
春
に
か
け
て
刈
分
小
作
農
の
小
作
料
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

下
げ
闘
争
で
あ
る
テ
バ
が
運
動
が
最
も
激
し
く
行
な
わ
れ
た
地
区
で
あ
る
。
佐
藤
宏
氏
が
、
本
県
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
テ
バ
が
響
動
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
の
具
体
的
経
過
を
基
礎
と
し
て
、
主
と
し
て
独
立
前
の
政
治
的
状
況
と
の
か
か
わ
り
あ
い
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
。
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ベンガルの刈分小作舗について（河合）

①
佐
藤
宏
「
テ
バ
が
運
動
の
展
開
と
そ
の
背
景
ー
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
県
を
中
心
に

　
一
」
　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
二
巻
九
号
、
一
九
七
〇
年
、
三
三
頁
。
大
阪
市
立
大

　
学
経
済
研
究
所
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
騒
家
資
本
主
義
の
研
究
』
1
、
　
｝
九
六
〇

　
年
、
　
｝
○
頁
。
小
谷
注
之
氏
は
、
イ
ン
ド
の
地
主
的
土
地
所
有
関
係
を
、
　
「
決

　
し
て
『
昔
の
諸
秘
帖
』
の
残
存
物
と
し
て
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
近
代
に
お
け
る
農

　
民
の
主
体
的
営
為
の
結
果
と
し
て
の
農
業
生
産
力
H
農
民
層
分
解
、
｝
部
の
富
農

　
経
営
へ
の
展
開
を
起
動
力
と
し
て
」
、
新
た
に
形
成
さ
れ
て
き
た
地
主
的
土
地
所

　
有
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
ロ
地
主
の
問
題

　
で
は
な
い
と
把
握
さ
れ
る
。
し
か
し
、
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
植
民
地
的
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
件
下
に
歪
曲
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
新
た
に
（
傍
点
ま
ま
。
以
下
同
様
）
形
成
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
へ

　
く
る
前
近
代
的
翻
半
封
建
的
土
地
所
有
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
小
谷
注
之
「
イ
ン

　
ド
近
代
に
お
け
る
農
民
層
分
解
と
地
主
的
土
地
所
有
」
　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
一
八

　
巻
一
号
、
一
九
七
七
年
、
二
六
頁
。

②
　
多
田
博
一
二
八
五
九
年
ベ
ン
ガ
ル
借
地
法
」
　
（
松
井
透
編
『
イ
ン
ド
土
地
制

　
度
史
研
究
』
一
九
七
一
年
、
所
収
）
二
〇
六
一
一
〇
頁
。

③
　
い
×
巴
欝
言
奉
ぞ
簿
ρ
0
8
信
如
呂
垂
々
ぐ
暮
。
。
噂
8
早
0
8
鵡
℃
窪
ミ
鎚
ぐ
暮
ω

　
等
に
よ
る
小
作
を
こ
こ
で
は
広
義
に
「
占
有
小
作
」
と
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
付
し
て
用

二
　
商
業
的
農
業
の
展
開

　
い
る
。

④
　
古
賀
正
則
「
イ
ン
ド
農
罵
運
動
と
土
地
改
革
」
　
『
東
洋
文
化
』
三
四
暑
、
一
九

　
六
ゴ
　
年
、
五
四
｝
貝
。

⑤
　
古
賀
、
前
掲
論
文
五
一
頁
。

⑥
封
建
欄
か
ら
資
本
制
へ
の
過
渡
期
の
農
業
経
営
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
「
こ

　
れ
ま
で
、
生
産
手
段
か
ら
の
分
離
は
所
有
な
い
し
保
有
か
ら
の
分
離
と
い
う
視
点

　
か
ら
だ
け
論
じ
ら
れ
て
ぎ
て
い
る
が
、
労
働
過
程
の
自
立
化
、
非
自
立
化
の
観
点

　
か
ら
も
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
三
好
正
喜
「
過
渡
期
の

　
農
業
経
営
分
析
に
関
す
る
一
試
論
－
一
六
世
紀
ド
イ
ツ
を
素
材
と
し
て
一
」
『
新

　
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
四
〇
号
、
一
九
七
五
年
、
　
「
過
渡
期
農
業
経
営
史
の

　
方
法
に
関
す
る
一
試
論
」
　
『
歴
史
評
論
』
三
二
三
、
三
二
五
弩
、
一
九
七
七
年
、

　
参
照
。

⑦
　
古
賀
正
則
「
独
立
後
の
畏
昆
運
動
の
展
開
と
課
題
」
　
（
中
村
平
治
編
『
イ
ン
ド

　
現
代
史
の
展
望
』
一
九
七
二
年
、
所
収
）
二
穴
四
頁
以
下
。
切
簿
㊦
密
ρ
》
二
の
馬
尊

　
ミ
題
§
這
讐
、
ミ
焼
§
の
。
鼠
ミ
硫
ミ
嚇
§
ミ
馬
”
6
刈
企
℃
や
お
。
。
あ
，
Q
Q
。
p
o
Q
，
層
這
恥
7

　
ミ
帖
§
い
の
ミ
畿
融
点
§
切
§
恥
ミ
k
℃
へ
？
ミ
曽
H
り
趨
．

⑧
　
佐
藤
、
前
掲
論
文
。

　
ω
　
農
業
に
お
け
る
専
門
化
・
特
化

　
商
業
的
農
業
の
成
長
1
1
社
会
的
分
業
の
展
開
は
、
農
業
の
専
門
化
と
い
う
こ
と
に
現
れ
る
の
で
あ
り
、
商
業
的
農
業
の
も
っ
と
も
主
要
な
地

区
の
特
徴
づ
け
に
よ
っ
て
、
充
分
示
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
本
節
で
は
商
品
作
物
の
作
付
面
積
に
よ
っ
て
地
帯
的
特
色
を
捉
え
る
。
こ
の
県
に
お

い
て
は
イ
ン
デ
ィ
ゴ
や
振
作
は
完
全
に
衰
退
し
、
ア
マ
ソ
稲
の
比
重
が
高
い
が
、
ジ
ュ
ー
ト
が
三
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
最
も
重
要
な
作
物

　
　
　
　
①

で
あ
っ
た
。
他
に
甘
春
作
が
多
少
復
活
の
兆
を
み
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
重
要
な
商
品
作
物
で
あ
る
ジ
ュ
ー
ト
と
ア
マ
ン
稲
と
を
主
要
な
指
標
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と
し
て
、
、
特
化
の
地
域
性
を
明
ら
か
に
し
、
ジ
ュ
ー
ト
作
を
基
盤
に
す
る
富
農
経
営
が
三
〇
年
代
後
半
に
存
在
し
え
た
条
件
を
さ
ぐ
ろ
う
。
ジ

ュ
ー
ト
は
世
界
市
場
に
登
場
す
る
一
次
産
晶
で
あ
る
。
本
県
は
米
の
移
出
県
で
あ
る
こ
と
、
余
剰
を
持
た
ぬ
貧
農
す
ら
現
金
の
必
要
か
ら
米
穀

　
　
　
　
　
　
②

の
販
売
者
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
マ
ン
稲
の
商
品
化
率
は
か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
ジ
ュ
ー
ト
作
と
の
対
比
に
お
い

て
ア
マ
ソ
作
は
労
働
、
資
本
（
生
産
費
支
出
）
と
も
に
粗
放
的
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
資
料
と
の
対
応
で
次
の
如
く
三
期
間
．
に
区
分
し
て
考
察
す
る
。

　
1
期
　
一
九
二
九
－
三
〇
年

　
大
恐
慌
の
影
響
を
受
け
る
直
前
で
、
米
価
は
か
な
り
の
水
準
で
安
定
し
て
い
た
時
期
。

　
H
期
　
一
九
三
五
－
三
八
年

　
大
恐
慌
に
よ
っ
て
農
産
物
価
格
が
低
落
し
た
三
〇
年
代
前
半
に
比
べ
て
、
特
に
ジ
ュ
ー
ト
価
格
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
時
期
。

　
皿
期
　
一
九
四
四
－
四
五
年

　
凱
謹
後
困
米
価
が
高
騰
し
、
ジ
ュ
ー
ト
価
格
が
低
落
し
た
時
期
。

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
プ
ロ
ヅ
ク
別
の
面
積
は
、
園
の
U
（
H
期
）
、
イ
サ
ク
報
告
書
（
頂
期
）
の
タ
ナ
（
8
団
鼠
、
警
察
管
区
）
別
の
数
値
を
集
計
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
1
に
よ
る
と
、
県
全
体
の
作
付
面
積
に
対
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
付
面
積
が
占
め
る
割
合
は
、
ジ
ュ
ー
ト
、
カ
ラ
シ
菜
、
甘
簾
等
の
商
品
性

の
高
い
作
物
に
お
い
て
B
ブ
ロ
ッ
ク
が
高
い
。
ジ
ュ
ー
ト
で
は
約
四
割
、
甘
蘇
で
は
六
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
ア
ウ
ス
稲
i
商
品
性
は
低
く

自
給
用
－
の
作
付
比
率
が
比
較
的
高
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
商
品
作
物
の
細
魚
が
進
展
す
る
と
、
稲
作
面
積
は
商
品
作
物
の
稲
作
地

へ
の
浸
入
に
よ
っ
て
減
少
す
る
が
、
二
毛
作
に
よ
っ
て
耕
地
利
用
率
を
高
め
よ
う
と
し
て
、
作
期
で
競
合
し
な
い
ア
ウ
ス
稲
が
裁
培
さ
れ
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

め
で
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
で
は
、
二
毛
作
は
主
と
し
て
砂
壌
土
耕
地
（
℃
餌
出
）
で
行
な
わ
れ
る
。
つ
い
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
土
地
利
用
を
み

る
と
、
B
プ
ロ
ヅ
ク
H
ジ
ュ
ー
ト
、
商
館
作
物
地
帯
、
D
ブ
ロ
ッ
ク
ー
ー
ア
マ
ン
単
作
地
帯
の
対
照
が
明
瞭
に
み
ら
れ
る
（
表
1
）
。
C
ブ
ロ
ッ
ク

は
両
者
の
中
間
的
特
徴
を
持
つ
と
い
え
る
。
県
全
体
の
作
付
比
率
の
変
化
は
、
上
で
み
た
各
プ
ロ
ヅ
ク
の
特
化
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
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ベンガルの刈分小作制について（河合）

表1一〔1｝ブロック別耕地面積，主要作物作付面積

プロツク
総r繭積（エーカー）　口　　　　　　m 人口（人）1931センサス① 耕地面積（エーカー）

@H　　　　　　恥
耕地率
g　皿③

A 553，975 456，462 482，208 413，564 338，412 74．6 74．0

B 707，758 706，875 502，041 496，872 535，095 70．2 75．6

C 676，580 665，988 405，639 510，949 526，484 75．5 79．0

D 599，454 698，041 365，544 447，161 587，237 74．6 84．1

全　県 2’C537，767 2，527，366 1，755，432 1，868，546 1，087，228 73．6 78．6

表1一②各ブロック別耕地繭積に対する

　　　作付面積の割合（％）

表1　一｛4｝稲全作付面積に占る

　　　各稲の割合（％）

プロツク
ジューート

l　m
カラシ菜
g　狙

甘　　薦
g　班 プロツク ア．ウス稲

g　田
アマン稲
g　H1

ポロ　稲
求@㎎

A 6。8　8．8 5．3　3．0 0。9　0．4 A 10　16 89　84 工　G

B 5．9．7．2 7．3　7．0
覧3．9　1。8 B 10　23 90　77 0　0

C 2．4　2，3 5．9　2。8 0．7　0．2 C 4　6 94　93 2　1

D 3．6　2．0 9，2　4．5 0。7　0．3 D 12　16 ．88　84 0　0

全　　県 4．6　4．6 7．0　4。5 1．6　0・．7 全　　県 9　15 90　85 1　0②

表1一｛3）｝ms全体の作付面積に斎る各ブロックの割合（％）

プロツク ジュート
g　［H

カラシ粟
?　斑

甘　　簾
@H　皿

アマン稲
､　1∬

アウス稲
j　H王

A 32　32 17　11 12　　9
22’@23 27　26

B 34　42 28　42 65　67 25　20 28　35

C 15　13　， 　　，

Q4　17 14　11 31　33 15　12

D 19　13 31　30 9　13 22　24 30　27

全　　県 100　100 100　100 100　100 100　100 100　100

注）①RSD，　P．7，②僅少なので0とした。③耕地面積／総面積。なお耕地面積は，原
　　　表の純播種面積（Net　SOwn　Area）であるとして計算した。
出所）H期RSD，　PP．160－191．置目工shaque，　Agriatiltural　Statistics　by　Plot　to　l）lot

　　Ente7neration　in　Ben8al　1944－45，　Part　1，　PP．84－8．より作成。
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ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
県
全
体
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
ト
作
の
増
加
は
、
　
B
ブ
冒
ヅ
ク
が
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
に
特
化
し
て
い
っ
た
結
果
な
の
で
あ
る

（
図
－
）
。
三
〇
年
代
の
後
半
か
ら
商
品
作
物
の
作
付
比
率
が
増
え
、
ジ
・
ユ
ー
ト
は
四
〇
1
四
一
年
、
カ
ラ
シ
菜
は
四
ニ
ー
四
三
年
に
ピ
ー
ク
に

達
し
、
以
後
減
少
し
、
四
三
一
四
四
年
で
は
三
〇
年
代
前
半
の
水
準
以
下
に
な
る
。
こ
れ
と
対
照
的
な
動
き
が
稲
作
の
増
減
に
み
ら
れ
る
。
こ

図1　ディナシプール県における主要作物の作付比率
（各作付面積×1全作付面積）

％）1

アマン稲の金稲作に占める割合
ト
、
　
／
稲 一一

@一　一　　　　、、　　　　　　、　、

＿一一　一
！！ ！！

’
、、

@、
｝ 、

∠

00

@
9
0
　
、
隠
1
4
　
1
2
　
1
0
　
8
　
6
　
4
　
2

’

自

ジュート 　’^ 騒

・ ’＼、

搾油樹牙、’ ．ノ’
．　　　　　　　　　　　　　幽 亀

甘藤1

伽

‘

、

P

｝
0

193し｝／31　　　321／33　　　34／35　　　3〔齢7　　　3＆／39　　　4〔幹｝1　　　4以13　％　　％　　％　　％（勾つ％％％％（勾つ
1　【　1一い

1．3　6．8　3．4　z3（e／．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r－1毛1乍率　　　I　i　1　’1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．3　6．8　3．4　Z3

注）1）3月1日より翌年の2’月28日までを1年。・’ @・
出所），Government　of　Bengal，5θα50麺an4　CγoP　RePort　of　Bengalの各

　　年版より作成。

の
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
ト

作
地
帯
、
ア
マ
ソ
作
地
帯
の
特
化
と
、
皿
期
以
降
に
お
け
る

ジ
ュ
ー
ト
作
の
衰
退
が
、
地
主
制
の
地
帯
的
相
違
を
規
定
し

た
も
の
と
し
て
、
刈
分
小
作
の
成
立
と
そ
の
形
態
を
検
討
す

る
際
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
㈹
　
小
農
の
分
解
・

　
以
上
で
三
〇
年
代
後
半
か
ら
飢
鮭
に
か
け
て
、
農
業
に
お

け
る
専
門
化
、
す
な
わ
ち
、
地
域
的
特
化
が
み
ら
れ
た
点
を

確
認
し
た
。
以
下
で
、
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に

か
け
て
の
恐
慌
時
、
三
〇
年
代
後
半
の
商
贔
作
物
の
拡
大
時
、

そ
し
て
飢
薩
の
各
時
期
に
お
い
て
、
農
家
経
済
が
ど
の
よ
う

に
維
持
あ
る
い
は
解
体
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す

な
わ
ち
、
農
産
物
価
格
の
変
化
へ
の
対
応
は
階
層
に
よ
っ
て

異
っ
た
も
の
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
　
「
占
有
小
作
」
中
下
層

は
土
地
か
ら
分
離
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
他
方
、
上
層
は
、
三

〇
年
代
後
半
に
ジ
ュ
ー
ト
作
を
中
心
と
す
る
富
農
的
経
営
を

88　（884）



ベンガルの刈分小作制について（河合）

行
な
い
、
土
地
を
集
積
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
本
節
で
検
討
さ
る
べ
き
点
で
あ
る
。
か
か
る
分
解
の
過
程
と
農
業
特
化
の
地
域
的
相
違
を

不
可
欠
の
前
提
と
し
て
成
立
す
る
地
主
・
小
作
関
係
の
分
析
は
、
農
業
労
働
者
を
類
型
化
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
章
に
お
い
て
果
し

た
い
。

　
さ
て
、
三
〇
年
代
が
農
業
経
営
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
　
「
占
有
小
作
」
層
に
お
け
る
分
解
の
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

速
な
進
行
で
あ
る
。
　
「
占
有
小
作
」
権
の
喪
失
に
つ
い
て
は
、
地
租
委
員
会
報
告
書
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
一
九
三
一
年
以
降
、

法
定
小
作
人
の
富
貯
8
曙
蜜
ぐ
暮
（
旺
「
占
有
小
作
」
1
引
用
者
）
層
に
お
け
る
分
解
の
進
行
は
、
一
九
二
一
1
三
一
年
の
数
値
を
上
ま
わ
る
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
同
時
に
、
実
際
の
「
占
有
小
作
」
権
を
持
つ
耕
作
者
が
「
占
有
小
作
」
権
を
喪
失
す
る
過
程
で
あ
り
、
土
地
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
労
働
者
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
一
九
一
＝
か
ら
三
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
約
四
九
％
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
労
働
老
は
現
在
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

全
農
業
人
口
の
二
九
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
次
の
セ
ン
サ
ス
（
四
一
年
）
に
は
さ
ら
に
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
。
次
い
で
刈
分
小
作

の
増
大
に
つ
い
て
の
指
摘
も
見
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
、
　
「
占
有
小
作
」
層
の
分
解
が
刈
分
小
作
の
増
加
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
　
「
法
定
小
作
人
の
地
代
が
一
般
的
に
低
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
又
貸
し
や
譲
渡
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

耕
作
老
が
全
劇
余
生
産
物
に
相
当
す
る
貨
幣
地
代
や
、
生
産
物
の
半
分
を
支
払
う
刈
分
小
作
と
し
て
農
業
に
従
事
す
る
と
い
う
事
態
が
急
激
に

進
展
し
た
。
…
…
こ
の
事
態
は
世
襲
権
を
持
っ
た
小
作
農
（
筈
器
巳
3
屯
鍔
蔓
簿
ω
）
が
、
彼
ら
の
地
位
を
失
う
過
程
で
あ
る
。
…
…
（
す
な
わ
ち
）

ベ
ン
ガ
ル
借
地
法
（
夢
①
↓
魯
窪
。
《
ぎ
け
。
。
）
は
事
実
上
の
土
地
所
有
権
を
小
作
農
に
与
え
た
が
、
土
地
の
所
有
権
の
一
片
す
ら
持
た
ず
、
高
額
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

作
料
に
対
す
る
保
護
も
な
く
、
小
作
権
の
保
障
す
ら
な
い
層
を
増
加
さ
せ
た
」
こ
こ
で
は
、
ベ
ン
ガ
ル
借
地
法
が
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有

（「

阯
L
小
作
」
）
を
成
立
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
「
占
有
小
作
」
の
分
解
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
し
d
ρ
巳
＾
ぎ
σ
Q
図
⇒
ρ
鉱
曙
O
o
旨
ヨ
陣
け
富
⑦
が
、
調
査
し
た
資
料
に
基
い
て
設
定
し
た
モ
デ
ル
的
な
農
家
の
経
営
収
支
を
、
H
期
、
梱
包
の
各
時
期

に
お
い
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
こ
の
「
占
有
小
作
」
権
の
喪
失
の
過
程
睦
土
地
か
ら
の
分
離
を
検
討
す
る
。
こ
の
経
営
は
、
　
「
占
有
小
作
」
権
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表2　5．21エーカー自作農（「占有小作」）の経営収支モデル（家族5．15人）

作　　　　物 アマン稲 ジュート カラシ菜
i冬作） 粗所得 副業収入 農家所得 家計費 経営費 （雇傭労賃） 地代・税等 支出総計

作　付　i白i　積
@（エーカー）

3．5 0．45 0．8

エーカー爵り収量
@（マウンド）

12．4（米） 16．2 5．8
工
期
2
9
1
3
0

単　　　　　　価
@（Rs－A）

6－10（米） 9－0 8－12

　計
iRs－A） 287－7 65－9 40－9 393－9 44－0 437－9 322－8 69－2 （40－8）⑥ 28－6 420－0

作　付　面　積 3．5 0．45 0．8

エーカー当り収量 17（粗） 12 4
甕
期
3
5
1
3
8

単　　　　　価 1－10（籾） 4－0 5－8

計 96－1ユ 21－9 17－9 135－13 25－0① 160－13 118－0② 83－3③ 201－3

作　付　面　積 4．3 0．45 ⑦

エーカー当り収量 10．4（米） 11

聡
期
B
ブ
ロ
ッ
ク

単　　　　　価 12－8（米） 15－0

計 559－0 74－4 633－4 675－0④ 228－11③ 903－11

作付　面　積 4．3 0．45 ⑦

エーカー当り収量 10．4（米） 11

下
期
D
ブ
ロ
ッ
ク

蟻　　　　　価 正5－0i2－8（米）

計 559－0 74－4 633－4 559一（⑤ 341－14③ 890－14

注）

出所）1期，Repoγt　of　tJte　Bengal　Provi“iaiat　Banhing　Eotgteiry　Comfnittee，　Vol．1，　P．81．　亙期，　RSD　p．40．　H期，イサク報告書

　　　Part　1，　p．　56．　120，　133．

①RePort（ゾ伽Land　Reventta　COM〃itiSSiOfZ，　VoL　1，　p．85．内容として，牛乳，卵，魚等の販売収入をあげている。②家計費の半分を
下る米代と同比率で変化すると仮定した（6Rs－10A→2Rs－7A）。③＝経営費＋自家労賃報酬＋地代，税等　④Birnagar村での平均。
⑤Kunia村での平均。⑥Banlcing　Enquiry　Cornmiteeによるとエーカー当りの自家労賃評価はジュート50Rsで，稲で27Rs，加え
て雇傭労賃が各々20Rs，9Rs（P・79）。主要な農作業がモンスーンの状態に規定され，この小農でも雇傭労働を必要とする（P．78）。⑦
カラシ菜作は稲作に転換したと仮定。この経営にとって有利になる。所有地の一部は休閑，荒蕪地になっている。

（Φ

Bo
BD）

O
①



ベンガルの刈分小作制について（河合）

図2　米価，ジュート価格の変化

セール

or

20

ルピー

15

10

9へ▽
　1^
，

¢ 噛v

（工） ディナジプール県に

ｨける米嫡
．
／
「

代
■

　ノ
秩
D

e

●＼　　、
へ　　／　、

軍

’　　／　　　　● ＼ら　　　9

亀

　　　　　　Lへ・
imマルダ県にM （⑳品質中位の

おける米価 ジュート傾格

［
D

10

油

粕
等
の

金
肥
も

使
用
さ

れ
る
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注）単位（1），（i）1ルピー当りの重量（seers），（皿）1maund

　　当りの価格（ルピー）

出所）（DRSD，　pp．84－5，（狂）（恥Censtes　51，　Wast　Ben－

　　gal，　Part　IA，　pp．　106－7．

に
よ
る
所
有
規
模
が
五
・
一
＝
エ
ー
カ
ー
の
農
家
で
あ

り
、
恐
慌
以
前
（
1
期
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
営
収
支

（
表
2
）
に
よ
り
家
族
を
養
う
に
た
る
土
地
を
所
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
⑭

小
農
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
の
不
備
に
よ
り
生

産
費
分
析
は
で
き
な
い
。
し
か
し
経
営
収
支
の
変
化
の

お
よ
そ
の
傾
向
と
そ
の
要
因
は
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
経

営
の
収
支
を
左
右
す
る
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

第
一
に
農
産
物
価
格
の
三
三
年
前
後
を
底
と
す
る
低
落
、

そ
の
後
の
上
昇
と
い
う
変
動
で
あ
る
（
図
2
）
。
す
な
わ

ち
農
産
物
価
格
の
暴
落
で
農
家
経
営
が
危
機
に
直
面
す

る
場
合
、
価
格
条
件
が
相
対
的
に
有
利
で
あ
る
作
物
へ

転
換
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
各
農
家
経
営
は
異
な

っ
た
様
相
を
呈
す
る
。
こ
の
価
格
の
変
動
と
い
う
点
に

関
し
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ジ
ュ
ー
ト
作
は
労

働
・
資
本
と
も
に
集
約
的
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
二
毛
作
が
可
能
な
砂
壌
土
耕
地
は
主
と
し
て
上
層
が
所
有
し
て

い
た
等
の
理
由
か
ら
、
ジ
ュ
ー
ト
作
に
転
換
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
は
上
層
に
限
定
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
五
・
二
一
工
…
カ
ー
規
模

の
小
農
は
、
ジ
ュ
ー
ト
作
に
転
換
し
て
恐
慌
期
か
ら
第
二
次
大
戦
、
論
罪
に
至
る
経
済
的
危
機
を
乗
り
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
二
と
し
て
、
家
計
費
、
生
産
費
を
ど
の
水
準
に
ま
で
低
下
せ
し
め
う
る
か
で
あ
る
。
極
端
な
家
計
費
の
切
り
詰
め
ば

家
族
の
再
生
産
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
。
さ
て
、
表
2
に
よ
る
と
こ
の
農
業
粗
所
得
に
お
い
て
家
計
費
が
占
め
る
比
重
は
、
1
、
南
無
と
増
大
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し
て
き
て
い
る
。
以
上
の
点
を
考
慮
し
て
収
支
を
み
る
と
、
こ
の
小
農
は
1
期
に
お
い
て
は
一
応
辛
じ
て
経
営
を
維
持
し
え
た
が
、
H
、
皿
期

に
お
い
て
は
赤
字
を
出
し
、
皿
期
に
お
い
て
は
そ
れ
が
さ
ら
に
増
大
し
て
い
る
。
H
期
で
は
、
ま
だ
農
家
所
得
が
家
計
費
を
上
ま
わ
っ
て
は
い

る
が
、
皿
期
で
は
、
特
に
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
（
D
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
ビ
ル
ナ
ガ
ー
ル
村
（
以
下
B
村
）
に
お
い
て
、
農
業
粗
所
得
を
家
計
費
が
越
え
て
し

ま
っ
て
い
る
点
が
注
稠
さ
れ
る
。
か
か
る
状
況
下
で
は
、
生
産
力
の
構
成
契
機
と
し
て
は
労
働
力
だ
け
と
い
っ
て
も
よ
く
な
る
が
、
そ
の
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
も
極
度
に
圧
縮
さ
れ
、
家
計
費
の
低
さ
か
ら
低
質
な
労
働
力
た
ら
ざ
る
を
え
ず
、
実
現
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
生
産
力
は
低
位
な
水
準
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
農
家
は
、
剰
余
を
食
い
つ
ぶ
す
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
負
債
を
負
う
か
、
或
い
は
土
地
を
売
却
す
る
か
、
し
な
け
れ
ば
、
家
族
の
再
生
産
す
ら
不
可
能

㈲（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
状
態
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
恐
慌
の
影
響
を
受
け
る
以
前
に
お
い
て
、
農
業

拾礁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粗
収
益
の
約
七
％
が
地
代
等
の
負
担
で
し
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
こ
の
「
占
有
小
作
」
は
辛

積
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

表3　所有規模による農家数，所有面

0－1工一力L一 1－5 5以上

農家％ 癬責％ 農・家％ 面積％ 農家％ 面積％

RSD 24 エ 39 15 37 84
　A
uロック イサク 一 一 一 … … 一

RSD 14 0 46 20 40 80　B
uロック イサク 48 3 26 13 26 84

RSD 32 1 33 13 35 86　C・

vロツク イサク 46 3 34 22 20 75

RSD 31 1 34 17 35 82　D
vロツク イサク 37 0 33 1’8 3Q 82

注）　RSD，1935－38調査，　∬期p．18．

　　　イサク，1944－45調査，皿期，pp．132一

う
じ
て
収
支
が
均
衡
す
る
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
恐
慌
の
中
で
、
カ

か
る
小
農
が
剰
余
を
蓄
積
し
経
営
を
拡
大
し
て
い
く
条
件
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
三
年
の
凱
饅
が
、
か
か
る
小
農
の
土
地
か
ら
の
分
離
を
完
成
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の

農
家
経
営
階
層
の
解
体
が
、
農
産
物
価
格
下
落
に
よ
る
農
業
粗
収
益
の
激
減
に
家
計
費
の
減
少

が
対
応
し
え
な
い
と
い
う
形
で
進
行
す
る
と
い
う
点
に
、
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ

は
、
農
工
閥
結
合
の
皐
い
時
期
に
お
け
る
強
制
的
な
分
離
、
商
品
経
済
の
強
制
的
浸
透
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
点
に
み
ら
れ
る
植
民
地
イ
ン
ド
の
特
色
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
表
3
で
は
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
村
が
異
な
る
の
で
、
直
接
的
な
比
較
は
お
こ
な

え
な
い
が
、
所
有
規
模
別
の
農
家
数
と
所
有
面
積
の
割
合
を
、
丑
期
と
今
期
と
で
比
較
し
、
以

上
の
分
解
の
過
程
の
お
よ
そ
の
傾
向
を
、
そ
こ
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
有
規
模
O
I

92　（888）



ベンガルの刈分小作制について（河合）

一
工
i
カ
ー
層
が
両
ブ
ロ
ヅ
ク
に
お
い
て
と
も
に
増
加
し
、
　
一
i
五
エ
ー
カ
ー
層
は
B
プ
ロ
ヅ
ク
（
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
）
に
お
い
て
特
に
著
し
く

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
B
ブ
ロ
ッ
ク
の
五
エ
ー
カ
ー
以
上
層
に
つ
い
て
は
、
こ
の
層
の
内
部
で
の
こ
ま
か
い
分
布
が
わ
か
ら
な
い
が
、
芦
数
の

減
少
に
対
し
て
所
有
面
積
は
全
体
の
八
四
％
（
皿
期
）
と
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
農
家
当
り
の
土
地
集
積
が
推
測
さ
れ
る
。
以
上
、
B
ブ
ロ

ヅ
ク
で
は
、
一
一
五
エ
ー
カ
ー
層
が
急
減
し
、
O
i
一
工
ー
カ
重
層
が
急
増
し
、
さ
ら
に
五
エ
ー
カ
…
以
上
層
へ
の
土
地
の
集
積
が
進
行
し
た

と
推
測
さ
れ
る
点
に
お
い
て
他
地
域
と
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
に
お
け
る
農
民
層
の
分
解
の
仕
方
、
し
た
が

っ
て
地
主
綱
の
特
色
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈹
　
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
に
お
け
る
富
農
的
経
営

　
㈲
で
「
占
有
小
作
」
中
下
層
の
土
地
か
ら
の
分
離
の
過
程
を
み
た
。
こ
の
過
程
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
上
層
の
富
農
的
経
営
に
お
け
る

土
地
集
積
に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
富
農
的
経
営
を
行
な
う
上
層
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
尉
ω
U
を
引
用
す
る
。
　
「
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
県
の
農
村
社
会
の
顕
著
な
特
色
は
、
社
会
経

済
的
不
均
質
性
に
あ
る
。
ど
の
村
に
も
広
大
な
土
地
を
持
ち
、
村
内
で
支
配
力
を
持
つ
地
位
に
あ
り
、
農
業
を
生
活
の
手
段
と
す
る
、
大
き
な

農
家
が
存
在
す
る
。
…
…
彼
ら
の
土
地
の
ほ
と
ん
ど
全
て
は
ジ
ョ
ト
（
甘
富
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
（
ザ
、
ミ
ソ
ダ
ー
ル
の
i
引
用
者
）
領
地
（
。
簿
簿
Φ
）

内
の
『
占
有
小
作
』
権
を
、
事
実
上
の
所
有
権
に
ま
で
強
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
バ
ト
ニ
i
（
℃
暮
9
権
1
（
ザ
、
ミ
ソ
ダ
ー
ル
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

地
租
額
を
上
回
る
地
代
で
、
土
地
の
管
理
権
を
委
譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
譲
渡
、
又
貸
し
が
で
き
る
i
引
用
者
）
i
を
得
た
土
地
で
あ
る
」
。

こ
の
ジ
ョ
ト
を
三
〇
i
三
〇
〇
エ
ー
カ
ー
或
い
は
そ
れ
以
上
所
有
し
、
可
能
な
限
り
自
作
地
（
閃
ぎ
ω
）
を
多
く
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
力
が
高

一
・
二
毛
作
が
可
能
な
耕
地
に
お
い
て
・
雇
傭
労
働
に
よ
り
ジ
・
i
ト
侮
を
中
心
と
す
る
商
品
作
物
栽
培
を
行
な
乞
他
方
・
地
力
が
辱
て

単
作
の
耕
地
は
刈
分
小
作
地
と
し
て
貸
出
し
て
い
た
。
累
北
部
の
ジ
ェ
ー
ト
作
地
帯
の
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
の
場
合
、
四
－
八
人
を
雇
傭
し
て
い
た
。

平
手
に
は
月
額
六
ル
ピ
ー
と
一
・
五
マ
ウ
ン
ド
の
籾
が
支
給
さ
れ
た
。
臨
時
の
旦
雇
に
は
一
日
四
ア
ン
ナ
ニ
パ
イ
セ
の
賃
金
と
一
セ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
⑮

米
が
支
払
わ
れ
た
。
三
七
年
の
米
価
で
換
箕
す
る
と
年
灘
は
一
〇
〇
セ
ー
ル
、
旦
犀
は
三
〇
日
分
と
し
て
一
一
四
セ
ー
ル
で
あ
る
。
旦
雇
の
労
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賃
に
は
季
節
的
変
動
が
あ
り
、
賃
金
の
高
い
農
繁
期
に
雇
傭
さ
れ
る
点
、
ま
た
年
雇
は
上
記
の
支
払
い
に
加
え
て
衣
服
の
支
給
を
受
け
る
と
い

う
点
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
年
雇
の
賃
金
は
量
的
に
み
れ
ば
ほ
ぼ
旦
羅
の
水
準
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
労
働
報
酬
中
に
貨
幣
が
占
め
る

割
合
は
年
雇
で
約
六
〇
％
、
日
雇
で
約
七
四
％
で
あ
り
、
双
方
と
も
か
な
り
の
程
度
で
貨
幣
賃
金
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
雇
傭
関
係

に
お
け
る
貨
幣
化
H
商
品
経
済
化
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
年
無
は
、
家
族
と
と
も
に
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
の
屋
敷
内
に
居
住
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
た
が
、
三
〇
年
代
後
半
で
は
外
部
の
自
己
の
家
で
家
族
と
と
も
に
生
活
す
る
と
い
う
傾
向
が
増
大
し
て
お
り
、
年
雇
の
労
働
報
酬
総
額
は
成

人
五
人
分
の
飯
米
に
相
当
す
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
年
雇
は
一
応
賃
労
働
に
よ
っ
て
家
族
を
再
生
産
し
う
る
状
態
に
近
い
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
次
に
こ
の
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
が
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
に
納
入
す
る
地
代
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
直
接
の
言
及
は
國
G
。
U
に
み
ら
れ
な
い

が
、
こ
の
県
の
ゆ
×
Φ
α
墨
8
類
ぐ
暮
ω
の
地
代
の
平
均
が
一
工
i
カ
ー
当
り
一
ル
ピ
ー
九
ア
ン
ナ
三
パ
イ
セ
（
以
下
一
－
九
⊥
二
と
略
記
）
で
あ

り
、
。
。
①
蓬
①
ロ
ま
た
は
。
8
下
露
。
蜜
蜜
ぐ
暮
ω
が
一
1
一
五
1
七
、
口
§
6
8
壱
霞
。
《
第
ぐ
暮
ω
が
二
一
二
一
六
、
全
「
占
有
小
作
」
地
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

平
均
が
一
－
一
四
一
九
で
あ
り
、
ジ
ュ
ー
ト
の
エ
ー
カ
ー
当
り
の
粗
生
産
額
五
〇
ル
ピ
ー
に
比
し
て
著
し
く
低
い
。
こ
の
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
の
性

格
を
要
約
す
れ
ば
、
第
一
に
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有
と
も
い
え
る
地
位
に
あ
り
、
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
に
支
払
う
地
代
の
粗
生
産
に
対
す
る
割

合
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
、
第
二
に
、
少
く
と
も
雇
傭
主
と
被
傭
者
と
の
関
係
で
み
る
限
り
は
事
実
上
の
自
由
な
雇
傭
労
働
力
に
よ
っ
て
い

る
と
い
え
る
、
第
三
に
、
二
毛
作
、
労
働
、
資
本
の
点
で
相
対
的
に
集
約
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
中
下
層
と
比
較
す
れ
ば
、
比
較
的
高
い
生

産
力
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
摺
摘
さ
れ
る
。

　
㈹
　
収
益
率
に
関
す
る
考
察

　
以
上
で
要
約
し
た
如
き
性
格
を
持
つ
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
層
は
、
三
〇
年
代
後
半
に
ジ
ェ
ー
ト
作
を
中
心
と
し
て
剰
余
蓄
積
を
と
げ
え
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
経
営
は
富
農
的
経
営
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
て
、
か
か
る
富
農
的
経
営
は
、
下
期
に
お
い
て
存
続
し
う
る
条
件
を
失
い
、
刈
分

小
作
地
化
が
進
行
す
る
。
そ
の
条
件
を
検
討
す
る
た
め
に
、
現
段
階
で
利
用
で
き
る
資
料
を
整
理
し
以
下
の
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
に
、

ジ
ュ
ー
ト
等
世
界
市
場
に
登
場
す
る
一
次
産
品
の
価
格
の
変
化
が
、
直
接
的
に
作
付
比
率
の
増
減
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
点
。
第
二
と
し
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ベンガルの刈分小作制について（河合）

11929－30 H35－38 41－42 皿1944－45

Bengal Dina｝pur
Bogra
iイ）　（ロ）

Bプロ　　Dプロ
@ツク　　　　ツク

A 米差引所得／小作米貨幣換算額 0．9 0．8 0．7　1．4 1．3　　1．0

B 粗糖差引所得／小作米貨幣換算額 1．8 3．2 一　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

C ジュート差引所得ノ小作米貨幣換算額 1．3 1．4 1．3　L9 1．4　　0．7

D 粗糖差引所得／米差引所得 。　2．1 3．9 一　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

E ジュート差引所得／米差引所得 L5 1．7 1．7　1．4 1．1　　0．7

F 粗糖作費用／稲作費用 5．9 7．5 一　　　　　　　　　　　　　　　　　一 2。5　　　一

G ジュ・一ト作費用／稲作費用 2．0 1．5 1．2　1．3 1．6　　L8

出所）　亙，正，皿期は表2に岡じ。41－42年のBograはMukherjee，　R．，　Six　Villages

　　of　Bengal，1971，　pp．ユ26－8．（d）雇傭労働による経営　（ロ）自作経営。

注）（1）エーカー当り収量（マウンド），②マウンド当り価格（ルピーーアンナ），

　〔3｝貨幣換算額（ルピーーアンナ），（4）労賃（ルピー一・一一一アンナ），

　㈲種子，機具，肥料代等（ルピーーアンナ），⑥地代（ルピーーアンナ），
　｛7｝費用合計（ルピー一一一アンナ），（8）差引所得＝・｛3｝一（7），（ルピーーアンナ），

　（9）労賃（日当），　（アンナ），

　①副産物（ワラ等）の貨幣換算額を含む。②収量はイサク報告書Par七1，　p．12G

　　の数値に依る。単価はMalda県（隣県）の米価（Censtts　of　btdia　1951，　West

　Bengal，　Part　l　A，　P．106）に依る。各ブロックでの収量が得られないので県全体

　　の値を用いている。

　③Census，　p．　g6．④lbid．，　p．107．1944－45年の価格。

て
規
定
さ
れ
る
労
働
市
場
の
あ
り
方
に
照
応
す
る
地
帯
的

差
異
を
も
っ
て
、
第
二
の
点
が
表
現
さ
れ
る
点
。

　
稲
作
、
ジ
ェ
ー
ト
作
、
甘
薫
作
の
一
工
：
カ
i
当
り
の

収
益
性
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
お
よ
び
年
次
的
に
み
る
（
表
4
）
。

絶
対
額
に
よ
る
収
益
の
年
次
別
比
較
は
、
1
期
で
は
含
ま

れ
な
い
雇
傭
労
賃
が
、
豆
、
皿
期
で
は
含
ま
れ
て
い
る
た

め
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
各
期
（
1
、
H
、
皿
期
）
毎
に

は
、
同
基
準
で
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
作
で
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

作
物
栽
培
を
行
な
う
か
、
刈
分
小
作
一
こ
の
場
合
稲
作

i
か
ら
粗
生
産
高
の
半
分
を
生
産
物
で
受
け
と
る
地
主

経
営
か
の
ど
ち
ら
か
を
選
．
択
す
る
か
は
、
収
益
率
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
同
轍
F
、
G
欄
は
稲
作
と

ジ
ュ
ー
ト
、
粗
糖
の
生
産
費
を
年
次
別
に
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。
全
般
的
に
稲
生
産
費
に
比
し
て
、
ジ
ュ
ー
ト
、

粗
糖
の
そ
れ
は
高
い
。
D
、
E
欄
は
一
工
ー
カ
ー
当
り
で

粗
糖
、
ジ
ュ
ー
ト
作
に
よ
る
純
収
益
と
、
ア
マ
ン
稲
作
に

よ
る
純
収
益
の
比
率
を
み
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
こ
と
が

い
え
る
。
す
な
わ
ち
1
期
、
H
期
と
も
に
ジ
ュ
ー
ト
作
、

て
、
刈
分
小
作
の
拡
大
は
経
済
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
し
た
が
っ
て
第
三
と
し
て
、
農
民
層
分
解
の
度
合
に
よ
っ
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航

表4　主要作物1エーカー当り費用，収益計

時　期 王1929－30 H35－38 41－42 頂1944－45

地　域 Bengal Dinajpur 　Bogra
iイ）　（ロ） Bブロック　Dブロック

（1｝ 12．4（米） 17．0㈱ 14．0㈱14．e㈱． 10．4（米）　10．4（米）

｛2） 6－10 1－10 2－122－12 12－8　　　　12－8

（3）

一82－2 30－10① 45，4　　45．4 13G－0　　13G－0囁

（4｝’． 15．6　　2．4

ア
マ
．
ン
：
稲

㈲ 8．5　　？．3 ②

（6｝ 4．5　　4．5

（7）
47－O 17－14 28．6　　14．2 45－8　　　66一三2

（8｝ 37－0 12－14 16．8　　3L2 84－8　　　63－4

｛9｝ 11A 4A 5．5A 12～15A③12～15A

（1） 16．2 12．0 12．0　　12．0 11．0　　　　1LO

（2） 9－o 4－o 5－4　　5－4 15一（④　　15－0

（3）
145－12 50－0① 63。0　　63．0 165－0　　　165－0

（4） 49－8 21．5　　7．g

（5） 7．6　　6．4 ②

〔6｝ 4．5　　4．5

（7）

92－0 27－8 33．6　　18．8 73－7　　　121－15

（8） 54－0 22－8 29，4　　44．2 91－9　　　　43－1

（9） 11A 4A’ 5．5A 12～15A　　　12～15A

（1） 37．2 45．0

（2）

8－9 3－0

（3） 318－8 135－O

（4） 80－7

粗
糖
（
’
ぼ
薦
）

（5）

｛6）

（7） 276－0 85－0 112－0　　　266－14

（8） 76－0 50－0

（9） 11A 4A 12～15A

甘
蘇
作
で
は
稲
作
よ
り
高
い
収
益
が
得
ら
れ
た
。
特
に
丑
期
で
、
そ
の
較
差
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
皿
期
で
は
B
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ジ

ュ
ー
ト
作
が
稲
作
に
比
べ
て
収
益
準
で
一
・
一
と
な
り
、
そ
の
有
利
性
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
、
D
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
一
以
下
と
な
り
逆
転
現

象
を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
飢
薩
以
降
、
こ
れ
ら
ア
マ
ソ
作
地
帯
に
お
い
て
稲
作
が
有
利
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
A
、
B
、
C
欄

は
（
刈
分
小
作
地
化
し
、
粗
生
産
の
半
分
を
生
産
物
（
籾
）
で
受
け
と
る
場
合
と
、
自
家
労
働
報
酬
を
も
考
慮
し
て
自
作
す
る
場
合
の
収
益
率
を
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ベンガルの刈分小作制について（河合）

み
た
も
の
で
あ
る
（
但
し
、
1
期
の
資
料
は
自
家
労
賃
を
含
ま
な
い
の
で
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
ジ
ュ
ー
ト
作
、
粗
糖
の
場
合
、
収
益
率
は
一
以
下
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
第
一
に
稲
作
の
場
合
は
既
に
一
以
下
で
あ
り
刈
分
小
作
地
化
が
有
利
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
稲
作
に
対
し
て
相
対
的
に
は
ジ
ュ
ー
ト
作
、
粗
糖
で

は
自
作
が
有
利
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
）
。
こ
れ
が
一
以
下
で
あ
れ
ば
、
刈
分
小
作
地
化
が
有
利
な
こ
と
に
な
る
。
算
し
、
本
察
で
は
、
地
主
と
刈

分
小
作
の
一
般
的
な
末
世
率
は
、
刈
分
小
作
が
労
働
と
、
土
地
以
外
の
生
産
手
段
の
全
て
を
負
担
し
た
場
合
に
は
折
半
で
あ
る
が
、
地
主
が
種

子
、
肥
料
を
負
担
す
る
場
合
分
室
率
に
変
化
が
生
ず
る
。
地
主
が
種
子
を
提
供
す
る
場
合
、
五
割
の
利
子
を
加
え
て
折
半
前
に
差
引
く
。
ワ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
普
通
半
分
に
分
け
る
。
刈
分
小
作
が
肥
料
の
全
て
、
ま
た
は
種
子
の
全
部
を
負
担
す
る
場
合
、
ワ
ラ
は
全
て
刈
分
小
作
の
も
の
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
厳
密
に
は
地
主
取
分
は
、
粗
生
産
高
の
半
分
で
は
な
い
が
、
こ
の
社
号
率
を
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、

1
、
H
期
と
も
稲
作
の
場
合
一
以
下
で
あ
り
、
稲
作
の
自
作
よ
り
刈
分
小
作
に
貸
出
す
方
が
有
利
で
あ
る
。
し
か
し
ジ
ュ
ー
ト
作
、
粗
糖
で
は

自
作
が
有
利
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
E
期
で
粗
糖
三
・
工
、
ジ
ュ
ー
ト
作
一
・
四
と
そ
の
有
利
性
が
示
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
鴬
野
で
は
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
稲
自
作
一
・
三
、
ジ
ュ
ー
ト
自
作
一
・
四
と
な
り
、
自
作
が
有
利
で
あ
る
こ
と
は
示
さ
れ
る
が
、
ジ
ュ
ー
ト
作
で
も
稲
作
で

も
収
益
の
較
差
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
E
欄
で
示
さ
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
よ
り
次
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
H
期
か
ら
四
〇
年
代
初
頭
の
時
期
に
お
い
て
は
、
ジ
ュ
ー
ト
作
、
粗
糖
の

場
合
は
、
刈
分
小
作
地
化
す
る
よ
り
も
、
ま
た
稲
作
を
行
な
う
場
合
よ
り
も
、
収
益
の
点
で
最
も
有
利
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
四
〇
一
四
一
年
で

ジ
ュ
ー
ト
、
甘
薦
の
作
付
比
率
が
最
大
に
な
っ
て
い
る
（
図
1
）
こ
と
に
照
応
し
て
い
る
。
飢
饒
を
経
た
皿
期
で
は
較
差
は
縮
少
し
、
D
ブ
胃
ッ

ク
で
は
逆
転
す
る
。
し
た
が
っ
て
第
二
と
し
て
、
三
〇
年
代
後
半
B
プ
ロ
ヅ
ク
で
の
ジ
ュ
ー
ト
作
を
基
盤
と
す
る
富
農
的
経
営
の
条
件
が
、
他

の
地
帯
と
対
照
的
に
捉
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
E
欄
で
示
さ
れ
る
ジ
ュ
ー
ト
作
に
対
す
る
稲
作
の
収
益
率
の
H
期
で
の
上
昇
、
書

論
で
の
下
降
と
、
G
欄
で
示
さ
れ
る
ジ
ュ
ー
ト
作
に
対
す
る
稲
作
の
費
用
の
比
率
が
豆
期
で
下
降
し
皿
期
で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
H
期
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
ト
作
の
稲
作
に
対
す
る
優
位
性
は
、
生
産
費
－
主
と
し
て
労
賃
1
の
下
落
と
、
ジ
ュ
ー
ト
価

格
の
米
価
に
対
し
て
の
有
利
性
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
D
ブ
ロ
ッ
ク
す
な
わ
ち
ア
マ
ソ
単
作
地
帯
に
お
い
て
は
、
飢
饅
以
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前
で
は
刈
分
小
作
地
化
が
僅
か
に
有
利
で
あ
り
、
富
農
的
経
営
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
三
点
と
し
て
、
同

期
に
お
い
て
は
、
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
の
ジ
ュ
ー
ト
作
の
有
利
性
は
な
く
な
る
。
小
作
料
と
自
作
す
る
場
合
の
所
得
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
。
他
方
、

ア
マ
ン
作
地
帯
で
は
、
1
期
で
は
刈
分
小
作
地
と
す
る
方
が
有
利
で
あ
っ
た
が
、
皿
期
に
お
い
て
は
、
自
作
す
る
場
合
と
の
収
益
の
較
差
は
存

在
し
な
く
な
り
、
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
と
は
逆
な
傾
向
、
す
な
わ
ち
、
自
作
化
が
強
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
刈
分
小
作
地
率
の
地
域
別

に
み
た
増
減
に
よ
っ
て
具
体
的
に
捉
え
ら
れ
る
。
図
ω
U
に
よ
る
C
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
、
三
六
－
三
七
年
頃
調
査
で
は
、
刈
分
小
作
地
率
の

平
均
は
一
八
・
九
％
、
中
に
は
二
三
％
を
占
め
る
タ
ナ
も
存
在
す
る
。
D
ブ
ロ
ッ
ク
牒
ア
マ
ソ
作
地
帯
の
五
つ
の
タ
ナ
の
三
六
年
の
調
査
で
は
、

一
八
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
刈
分
小
作
を
隠
蔽
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
C
、
D
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
に
そ
の
刈
分
小
作
地
率
は
約
二
五
％
と
推

　
　
　
　
　
⑳

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
図
O
に
よ
る
豆
期
の
本
県
の
平
均
値
は
一
四
・
五
％
で
あ
る
。
皿
期
の
三
ケ
村
（
後
述
）
の
平
均
は
四
四
・
八
％
で

あ
る
。
以
上
で
、
刈
分
小
作
地
は
、
∬
期
に
お
い
て
は
皿
期
に
比
べ
て
全
般
的
に
少
な
く
、
か
つ
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
で
は
∬
期
で
ア
マ
ン
作
地

帯
よ
り
少
な
い
と
い
う
地
帯
的
特
色
が
捉
え
ら
れ
た
。

　
次
に
二
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
と
ア
マ
ン
作
地
帯
と
で
富
農
の
存
在
条
件
に
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
飢
饅

後
の
刈
分
小
作
地
率
増
加
に
地
域
的
差
異
が
生
じ
た
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
は
、
究
極
的
に
は
社
会
的
分
業
の
違
い
が
、
か
か
る
地

帯
的
特
質
を
生
み
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
農
業
は
早
期
に
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
製
晶
市
場
、
一
次
産
品
の
原
料
市
場
と
し
て

包
摂
さ
れ
、
崎
型
化
睦
モ
ノ
カ
ル
チ
ァ
化
が
進
行
す
る
が
、
そ
の
進
行
は
社
会
的
分
業
の
展
開
度
に
照
応
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ジ
ュ
ー
ト

作
地
帯
に
お
け
る
上
層
1
ー
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
は
、
農
産
物
価
格
の
相
対
的
変
動
に
自
ら
の
経
営
形
態
を
下
臥
さ
せ
え
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
植

民
地
下
で
徐
々
に
「
占
有
小
作
」
権
を
強
化
さ
せ
て
き
た
層
な
の
で
あ
る
。
こ
の
層
が
、
三
〇
年
代
後
半
に
、
ジ
ュ
ー
ト
作
に
よ
り
剰
余
を
蓄

積
し
え
た
直
接
的
要
因
は
、
既
述
し
た
が
、
三
〇
年
代
後
半
の
ジ
ュ
ー
ト
価
格
が
、
米
価
に
対
し
て
相
対
的
に
高
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
デ
ィ

ナ
ジ
プ
ー
ル
県
で
は
、
二
〇
年
代
末
よ
り
農
産
物
価
格
は
低
落
す
る
。
米
価
は
三
三
年
に
底
を
記
録
し
、
以
後
上
昇
に
転
ず
る
。
國
○
。
U
の
生

産
費
調
査
が
実
施
さ
れ
た
三
四
一
三
八
年
は
、
　
「
戦
争
の
勃
発
期
に
あ
た
り
、
物
価
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
特
に
ジ
ュ
ー
ト
は
そ
の
上
昇
が
顕

98 （894）”
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⑳

著
で
あ
る
。
一
方
、
地
代
は
元
の
ま
ま
に
据
置
か
れ
、
農
業
労
賃
は
農
産
物
価
格
の
上
昇
よ
り
も
遅
れ
て
上
昇
し
た
」
と
い
う
状
況
が
、
ジ
ュ

ー
ト
作
地
帯
の
上
層
に
富
農
的
経
営
を
可
能
に
さ
せ
た
要
因
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
飢
為
券
で
は
こ
の
状
況
は
変
わ
り
、
米
価
高
騰
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ジ
ュ
ー
ト
作
は
衰
退
す
る
。
飢
饅
に
よ
る
米
価
上
昇
は
著
し
く
、
三
九
年
の
米
価
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、
四
五
年
で
は
三
二
〇
と
な
る
の
で
あ

る
。

①
切
。
鐸
男
○
こ
ミ
蟻
ミ
h
需
魯
ミ
瓠
§
き
馬
9
ミ
肉
厚
§
恥
留
ミ
§
§
職
O
特
ミ
等

　
馬
肥
§
謎
§
b
田
圃
ミ
ミ
＆
b
§
ミ
特
ミ
鴛
陶
令
“
9
H
逡
b
。
り
℃
。
心
α
■
（
以
下
幻
。
。
U

　
と
略
記
）
。

　
こ
れ
は
、
　
一
八
八
五
年
ベ
ン
ガ
ル
借
地
法
〔
切
。
昌
σ
q
自
・
一
日
。
口
ρ
口
。
寓
》
。
實
旨
◎
。
Q
。
㎝

　
（
＞
O
け
　
ノ
N
H
困
同
　
O
h
　
H
c
o
o
Q
研
）
〕
に
法
的
根
拠
を
持
ち
（
ミ
蟻
§
W
涛
愚
O
こ
§
ミ
恥
9
ミ
篤
随

　
§
ミ
留
ミ
§
§
賦
O
辱
ミ
ミ
焼
§
り
§
馬
ぎ
b
軌
恥
ミ
噺
W
踏
切
§
器
ミ
騒
㎏
ミ
N
l
遣
ミ
讐

　
巳
N
①
”
唱
」
≦
）
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
か
ら
約
四
十
年
間
に
ベ
ン
ガ
ル
で
実
施
さ
れ

　
た
土
地
調
査
事
業
の
各
県
（
一
）
一
ω
げ
巴
一
〇
け
）
別
の
報
告
書
の
中
の
デ
ィ
ナ
ジ
プ
擁
ル
県

　
の
も
の
で
あ
る
。

②
　
O
o
≦
．
o
囲
切
。
品
無
肉
愚
ミ
．
二
二
～
ぎ
切
§
恥
ミ
津
乱
母
§
載
肉
帖
聴
騨
嚇
Q
ミ
遷

　
O
o
ミ
ミ
ミ
爵
℃
貧
酔
H
H
嘲
日
O
戯
ρ
や
⊆
臼
メ

③
図
o
Q
U
の
調
査
ブ
ロ
ッ
ク
。

④
H
ω
冨
莞
ρ
犀
ω
．
寓
こ
這
鷺
詩
一
ミ
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
§
ξ
㌧
§
音
ミ
ミ
塑
斡
午

　
ミ
恥
§
“
馬
§
隅
切
§
恥
ミ
N
ミ
へ
兆
舗
お
参
・
（
以
下
イ
サ
ク
報
告
と
略
記
）
。

　
ペ
ソ
ガ
ル
政
府
に
よ
っ
て
一
九
四
四
年
か
ら
四
五
年
に
実
施
さ
れ
た
、
土
地
利
用

　
と
作
物
の
作
付
状
況
及
び
反
当
収
量
等
に
関
す
る
統
計
調
査
報
告
書
で
あ
る
。
こ

　
れ
は
、
全
ベ
ン
ガ
ル
を
対
象
と
し
て
初
め
て
全
数
調
杏
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ

　
る
。
ま
た
、
無
作
為
抽
出
法
で
抽
出
さ
れ
た
七
七
ケ
村
、
五
、
二
八
四
家
計
に
対

　
す
る
土
地
所
有
と
経
営
、
家
計
状
況
に
関
す
る
調
査
が
含
ま
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ナ

　
ジ
プ
ー
ル
県
で
は
三
ケ
村
が
調
査
さ
れ
、
小
稿
は
こ
れ
を
使
用
し
て
い
る
。
特

　
に
、
ベ
ン
ガ
ル
の
如
き
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
制
の
永
代
査
定
地
域
（
℃
醇
日
器
。
暮
ξ

　
。
・
多
出
・
α
鍵
Φ
霧
）
で
は
、
政
府
は
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
に
定
額
の
地
租
の
納
入
を
条

　
件
と
し
て
徴
税
権
を
与
え
た
た
め
、
政
府
の
農
業
生
産
の
実
態
把
握
は
著
し
く
乏

　
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ベ
ン
ガ
ル
飢
僅
を
直
接
的
契
機
と
し
て
、
農
業
生
産

　
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
こ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
　
（
イ
サ
ク
報

　
告
、
℃
貧
鈴
H
讐
や
押
ω
顧
筋
芝
　
団
2
三
口
回
㊦
　
ぎ
ρ
三
曼
　
O
o
ヨ
ヨ
一
句
δ
p
凄
“
§
執

　
謁
愚
。
眞
お
ホ
”
℃
℃
9
鐘
ふ
O
し

⑤
　
二
毛
作
化
に
は
冬
作
（
同
ρ
σ
同
）
を
行
な
え
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
ア
マ
ン

　
単
作
地
帯
は
重
埴
土
耕
地
（
巳
鼠
帥
目
）
が
多
い
。
こ
の
土
壌
は
冬
季
に
固
ま
っ
て
し

　
ま
い
冬
作
は
出
来
な
い
。

⑥
O
o
＜
鉾
。
一
切
。
護
二
身
愚
。
篭
鼠
誓
書
卜
§
織
肉
ミ
§
舘
O
§
尉
｝
ミ
§
§
、
①

　
＜
。
圷
ド
詮
ρ
（
以
下
い
菊
O
と
略
記
）
。

⑦
い
口
ρ
＜
o
ド
H
噂
℃
．
ω
メ

⑧
奪
ミ
陶
娼
や
G
。
。
。
1
り
●

⑨
　
切
窪
H
（
貯
σ
q
野
口
ρ
三
蔓
O
o
三
皇
一
罪
。
①
讐
謁
愚
ミ
馬
焦
馬
ぎ
切
§
偽
ミ
℃
き
言
ミ
帖
ミ

　
切
§
ぎ
遍
き
・
・
喝
ミ
送
O
§
肘
ミ
ミ
題
湖
頭
占
9
＜
o
一
．
押
6
ω
ρ
や
誠
以
下
。

⑩
い
犀
O
に
よ
る
と
、
五
人
の
家
族
が
普
通
の
状
態
で
家
計
を
維
持
す
る
に
は
、

　
最
低
五
エ
ー
カ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
い
労
ρ
＜
o
ド
H
り
℃
．
G
。
◎
成

　
人
一
人
一
ケ
月
の
米
食
は
二
〇
セ
…
ル
。
イ
サ
ク
報
告
℃
9
界
ド
℃
鉢
。
。
．

⑪
　
蜀
の
P
℃
．
濠
．

⑫
　
図
Q
り
U
に
よ
れ
ば
、
棉
作
は
な
く
、
綿
織
、
絹
織
物
業
も
本
県
に
は
存
在
し
な

　
い
。
手
機
は
ご
く
限
ら
れ
た
村
で
見
ら
れ
る
が
、
産
単
解
は
僅
か
で
あ
る
（
五
七
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頁
）
。
一
八
六
〇
一
七
〇
年
頃
よ
り
、
交
通
が
発
達
し
、
農
産
物
価
格
の
年
々
の

　
上
昇
が
み
ら
れ
た
。
特
に
、
鉄
道
闘
通
後
の
一
八
八
四
－
九
一
年
間
の
上
昇
は
顕

　
著
で
あ
っ
た
　
（
ω
＃
o
轟
0
2
・
同
ノ
＜
■
「
肉
ゑ
鷺
§
切
§
鷺
執
b
帖
無
胤
職
O
§
ミ
§
誌

　
b
§
ミ
冨
ミ
璽
ド
曽
N
や
謡
）
。
ま
た
、
一
八
六
〇
年
代
初
頭
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製

　
口
㎎
が
こ
の
県
に
も
浸
透
し
て
き
て
い
る
　
（
ω
げ
。
同
毛
讐
層
這
O
魯
鯉
、
自
噂
ミ
量
、
§
載

　
騎
ミ
帆
防
ミ
ミ
肉
愚
。
こ
ミ
導
馬
b
§
薦
匙
ミ
馬
b
帖
恥
ミ
鼻
H
。
。
働
ω
層
℃
」
α
）
。

⑬
男
。
ウ
U
讐
や
」
9

⑭
　
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
が
、
雇
傭
労
働
を
用
い
て
ジ
ュ
t
ト
作
を
行
な
い
、
稲
作
よ
り

　
高
い
収
益
を
得
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
口
ω
U
、
や
愈
・

⑯
⑯
　
幻
ω
∪
噛
や
悼
9
。
9

⑰
き
ミ
噛
℃
■
島

⑱
　
刈
分
小
作
の
場
合
、
稲
作
が
条
件
と
し
て
指
定
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

　
る
が
、
稲
作
が
大
半
を
占
め
る
。
ア
マ
ン
作
は
労
働
、
資
本
と
も
に
粗
放
的
で
あ

　
る
。
し
た
が
っ
て
ア
マ
ン
稲
は
、
刈
分
小
作
に
適
し
た
作
物
で
あ
る
。
図
ω
P
や

　
ト
ニ
ド

⑲
⑳
　
き
ミ
”
や
b
。
ド

⑳
　
ま
ミ
リ
℃
．
爵
・

⑫
　
イ
サ
ク
報
告
、
℃
帥
算
ド
や
凱
◎
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三
　
刈
分
小
作
の
存
在
形
態
ー
ー
匂
。
常
陽
鷲
・
b
伽
露
霜
関
係
－

　
前
章
で
は
、
三
〇
年
代
か
ら
四
五
年
ま
で
に
お
い
て
、
ア
マ
ン
稲
作
、
ジ
ュ
ー
ト
作
の
収
益
率
お
よ
び
小
農
家
計
の
収
支
の
検
討
を
、
ア
マ

ン
作
地
帯
i
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
の
対
照
と
し
て
示
す
こ
と
で
、
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
に
お
け
る
富
農
的
経
営
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
前
提

条
件
と
し
、
飢
饒
後
の
富
農
的
経
営
の
一
定
程
度
の
消
滅
1
1
q
O
富
α
錠
・
b
α
ぼ
鴛
関
係
の
拡
大
を
、
主
と
し
て
跨
α
ぼ
母
1
1
刈
分
小
作
の
存
在

形
態
の
側
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
離
独
立
前
夜
の
地
主
制
の
性
格
を
捉
え
た
い
と
い
う
の
が
、
本
章
で
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ω
　
S
・
J
・
パ
テ
ー
ル
の
農
業
労
働
老
の
四
類
型

　
さ
て
、
イ
ン
ド
の
農
業
労
働
者
の
形
成
と
そ
の
類
型
、
そ
れ
ら
の
発
展
の
序
列
に
つ
い
て
最
も
包
括
的
な
研
究
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る
パ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

：
ル
は
、
次
の
四
類
型
に
わ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
耳
芝
類
型
は
封
建
的
な
隷
属
的
地
位
の
年
雇
労
働
老
。
第
H
類
型
は
貧
農
、
零
細
自
小
作
、

刈
分
小
作
等
で
あ
る
。
農
業
所
得
の
み
で
は
家
計
維
持
が
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
故
副
業
と
し
て
農
業
労
働
に
従
事
す
る
。
従
来
、
セ
ン
サ
ス
は

こ
の
類
型
の
農
業
労
働
者
を
自
作
農
等
に
分
類
し
た
た
め
、
統
計
的
に
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
パ
テ
ー
ル
は
農
業
労
働
者
の
存
在
形
態
の

検
討
に
は
、
こ
の
類
型
の
農
業
労
働
者
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
第
皿
類
型
は
土
地
を
所
有
せ
ず
か
つ
半
失
業
状
態
に
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あ
る
農
業
労
働
者
。
第
W
は
、
常
雇
の
自
由
な
賃
金
労
働
者
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
的
農
業
経
営
で
の
賃
労
働
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
論
理
的
展
開
序
列
と
し
て
パ
テ
ー
ル
は
、
ま
ず
（
半
）
封
建
的
な
隷
属
関
係
か
ら
の
自
由
の
度
合
に
よ
り
、
第
1
か
ら
第
－
類
型
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
昇
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
展
開
序
列
の
次

表5　負債の理由，貸手別分類，負債額による割合（％）

理　　　由 farmer 器瓢。、。r刈分小作農 農業労働者 土地所有者
i地代取得者）

食　　　　　費 35．38 44．01 55．98 71．7G 54．90

家屋修理 8．43 0．60 1．96 5．71 一

冠　婚　葬　祭 17．92 10．27 17．78 5．82 22．17

訴　　訟　　費
　　ρ

O．47 0．40 一
0．27 …

地　　　　　代 8．78 8．41 LO7 4．18 9．96

営　農・資　金 2．46 12．07 5．34 3．15 12．97

負　債　返　済 1．41 0．21 一
0．88 …

’他 25．15 24．03 17．90 8．29 一

喝 100．0 100．0 1GO．0 100．0 100．0

貸　　　手

金融業者 ．1．17 6．75 0．47 2．12 0．82

土地所；有者
iproprietor）

2．81 9．84 1．18 1．26 L35

農　　業　　者
icultivator）

4．71 16．11 2．87 4．33 0．16

商　　　　　　人
@　（trader） 1．14 4．71 0．47 1．07 0．11

尊　　　門　　　家
iprQfession）

0．36 0．28 0．09 0．16 一

落　同　．組　合
ico　operative）

0．27 3．67 0．17 0．30 一

政　　　　　府 0．16 2．77 0．08 1．98 0．01

他 0．31 3．31 0．26 0．37 一

計 10．93 47．44 6．19　　　　U．59 2．45

出所）Tlte　Fi’nal　RePor彦07z　Rural　Jndebtedness　1946－47　Census，　part　IA，　PP，

　　　　　92－5　§こ再録。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
段
階
と
し
て
第
∬
↓
第
皿
↓
第
y
へ
と
移

行
し
、
第
W
類
型
へ
の
移
行
を
も
っ
て
梯
子

の
最
上
段
を
登
り
終
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
（
半
）
封
建
的
な
隷
属
関
係
か
ら

の
離
脱
、
　
土
地
か
ら
の
分
離
、
農
業
労
働

が
専
業
で
あ
る
か
副
業
で
あ
る
か
と
い
う
三

点
を
指
標
と
し
て
二
重
の
意
味
で
自
由
な
賃

金
労
働
老
を
梯
子
の
最
上
段
と
し
て
設
定
し

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
第
W
類
型
は
茶
、
コ

ー
ヒ
ー
等
の
ご
く
限
ら
れ
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
等
に
お
い
て
存
在
す
る
の
み
で
、
農
業

就
業
人
口
中
僅
か
な
割
合
し
か
占
め
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
第
E
類
型
の
大
量
の
累

積
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
イ
ン

ド
に
お
け
る
農
業
発
展
の
特
殊
性
を
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
か
か
る
形
態
で
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農
村
に
滞
留
す
る
半
プ
ロ
層
を
パ
テ
ー
ル
の
如
く
第
W
類
型
へ
の
移
行
の
中
間
的
形
態
と
し
て
捉
え
る
の
で
な
く
、
こ
れ
が
植
民
地
イ
ン
ド
に

お
け
る
事
実
上
の
賃
労
働
者
と
し
て
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
点
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
と
し
て
こ
の
第
豆
類
型
の
過
剰
人
口
の
飢
饒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
後
の
再
生
産
の
状
態
に
つ
い
て
知
り
う
6
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
以
下
の
二
つ
が
あ
る
。
§
馬
国
Q
§
N
肉
§
o
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄
壽
喝
ミ
ミ
蝋
ミ
Q
き
馬
G
§
§
畿
§
ミ
箆
偽
ミ
“
幅
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
§
N
卜
魯
。
ミ
ミ
向
§
尋
恥
帖
切
§
恥
ミ
賊
ミ
？
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
§
馬
国
Q
O
ミ
肉
愚
9
、
獣
§
肉
ミ
ミ
奪
§
ミ
馬
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
象
遣
a
藁
N
と
で
あ
乃
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略
を
み
よ
う
。
ま
ず
所
得
と
支
出
状
況
を
、
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
年
額
が
六
〇
〇
ル
ピ
ー
以
下
の
層
一
三
ケ
村
で

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
M
N
層
（
後
述
）
に
相
当
す
る
貧
農
と
考
え
ら
れ

査胴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
一
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
所
得
構
成
は
賃
金

10
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
・
二
％
、
農
業
所
得
一
三
・
六
％
、
そ
の
他

鰯α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
・
工
％
と
な
っ
て
い
る
。
所
得
に
賃
金
収
入

灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
占
め
る
割
合
は
約
七
割
で
あ
り
、
他
に
何
ら
か

営
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
形
の
家
計
補
充
が
な
さ
れ
て
い
る
。
支
出
で
は

と
薦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
費
が
七
九
％
を
占
め
、
か
か
る
家
計
は
所
得
の

地土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
半
を
肉
体
維
持
に
費
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（6抵当に入った土地 （・溜㌫ ｛・縦顯 〔9撒1琶作 ｛・囎灘 ㈲霧騨 （畷｛1婁｝ぞ

エーカー1％｝％ エーカー エーカー エーカー 工「カー エーカー エーカー

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 5．16 一 139．66 一 一 139．66

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 4．75 ｝ 15．00 … 一 15．00

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 22．79 一 46」75 一 … 46．75

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 27．86 一
・．1．00 9　＿

… LOO

6．99　　　2 322．46 11．74 32．83 一 一 32．83

6．99．　　2 383．02 11．74 235．24 一 … 235．24

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　… 0．77 一
8．00

一 『
8．00

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 ｝ ｝ … 一 一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 8．01． 一 14．00 一 一 14．00

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 25，60・ 一 16．00 一 ㎜ 16．00

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 160．96 一
1．05

｝
1．00 2．05

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 195．34 一 39．G5 一 1．OO 40．05

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 1．98 一
27．33’

一 一 27．33

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 9．16 一 ．31・45 　　一C 一 31．45

1．07　　　3 41．52 一 52．77 一 一 52．77

4．49　　　13 34．00 0．08 28．17 一 一 28．17

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 257．69 6．79 28．35 一 一 28．35

5．56　　　1 344．35 6．97 168．07 一 …
168．σ7

1e2 （898）



ペソガルの刈分小作制について（河合）

蓑6一〔1）ディナジプール県三ケ村の

（1所有規模 ②農家数 （3新有地（自作） （4尾地葺の所有地 （5渕分小1乍貸出地

エーカー ％ エーか｛3 ｦ％ エーカ尉％、％ エーか｛5ｦ％
0 31　41 一　　　7 5．16　　100 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一B呈rnagar村

sh・k・rg・ρ・郡

aブロック

二1 5　？ 3．55　　75 1．20　　25
＿　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

1－3・ 13　17 15．95　　70 6．84　　3G 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

’3－5 7　　9 19．8σ’　71 4．40　　16 3．66　　13

5’一 20　26 149．66　　46 28．55　　　9 137．26　　43

合　計 76　100 188．96　　49 46．15　　12 140．92　　37

0 11　37 ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 0．77　　100 …　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…Kunia村

cinalpur郡

cプロッ，ク

一1 一　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

1－3 4　13 7．00　　87 LO1　　　13 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

3－5 一6　20 24．51　　96 1．09　　　4 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

5一 9　30 78．98　．49 5。81　　　4 76．17　　47

合計 30　100 110．49　　57 8，68　　　4 76．17・　39

．0 27　30 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 1．98　　100 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Durg・pur封

aalurghat郡

bブロック

一1 14　16 5．28　　58 L65　　18層 2．23　　24

1－3’ 22　24 2L47　　52 6。02　　14 12．96　　31

3－5 9　10． 23，10　　68 ．2．58　　　8 3．83　　11

5一 18　20 197．47　　77 17．97　　　7 42．．25　　16

合　計 、90　1GO 247．32　　72 30．20　　　9 61．27　　18

前
者
の
調
査
は
常
雇
（
冠
。
。
憲
）
と
日
雇
と
の
二
つ

を
区
別
し
て
い
る
。
常
雇
は
臨
時
日
雇
よ
り
低
い

賃
金
で
あ
り
、
支
払
い
は
一
部
現
物
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
月
額
は
約
三
三
セ
ー
ル
の
米
に
相
当
す
る
。
こ

れ
は
成
人
一
人
の
一
、
五
ケ
月
分
の
飯
米
に
す
ぎ

ず
、
他
の
家
族
の
労
働
や
、
借
金
に
依
存
す
る
こ

と
で
同
じ
て
生
存
し
て
い
る
。
借
金
の
用
途
は
食

費
支
出
が
大
部
分
を
占
め
る
（
表
5
）
。
債
務
関
係

が
誰
と
の
間
に
結
ば
れ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

同
表
に
よ
れ
ば
、
刈
分
小
作
、
農
業
労
働
老
と
も

農
業
老
（
。
口
試
く
簿
。
巴
）
か
ら
借
金
し
て
い
る
場
合

が
最
も
多
い
。
刈
分
小
作
で
は
負
債
老
の
約
半
数

が
農
業
者
か
ら
借
金
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
貧

農
・
半
プ
ロ
層
の
家
計
の
破
綻
を
前
提
に
、
地
主

・
小
作
関
係
、
富
農
・
被
傭
者
関
係
に
債
務
関
係

が
重
複
し
て
い
く
。
こ
の
傾
向
は
飢
瞳
以
降
に
顕

著
に
な
り
、
　
セ
ン
サ
ス
の
A
・
ミ
ト
ラ
　
（
霞
鍾
2

｝
）
報
告
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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「
一
九
四
一
年
ま
で
は
、
金
融
業
者
、
商
人
、
富
裕
な
農
業
者
、
共
同
組
合
が
貸
手
で
あ
っ
た
。
四
三
年
で
は
主
要
な
貸
手
は
次
の
四
つ
で
あ

る
。
金
融
業
者
、
土
地
所
有
者
、
政
府
、
農
業
老
が
こ
れ
で
あ
る
。
四
三
年
以
降
四
六
年
（
同
年
ま
で
が
調
査
の
対
象
期
間
一
引
用
者
）
に
至
る
ま

で
、
富
裕
な
農
業
老
が
貸
乎
と
し
て
の
重
要
性
を
増
大
し
て
き
た
。
…
…
彼
ら
は
農
業
と
金
貸
し
を
結
合
さ
せ
、
飢
鰹
で
投
げ
売
り
さ
れ
た
土

地
を
入
手
し
、
刈
分
小
作
地
と
し
て
貸
出
す
富
め
る
層
と
し
て
新
た
に
幻
影
し
た
。
彼
ら
の
蓄
積
の
基
盤
は
金
貸
し
と
米
穀
の
販
売
に
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
か
ら
分
離
さ
れ
た
貧
農
・
半
プ
ロ
層
は
、
パ
テ
ィ

状況（1945年10月調査）

（18）家計費 （19）営農資金② ⑫①支　出　額 ⑫1）負償額

R・一Aα唐ﾌR・ R・給　u9｝んR・ R・一A㏄ゆんR・ R・一A⑳�q・

1，367－0　　683 G　　　O 1，367－0　　683 真43－0　71

17，998－8　　692 99－0　　3．8 18，097－8　　696 1，792－0　69

41，099－9　　978 1，033－0　24。6 42，132－9　1，003 4，385－0　104

9，064－0　1，510 389－8　64．9 9，453－8　1，575 1，471－0　245

69，529－1　　915 1，521－8　20．0 71，050－9　　935 7，791－0　102、

990－4　　330 0　　　0 990－4　　330 24－4　　8

7，213－5　　555 324－12　25．0 7，538－1　　580

4，458－6　　405 840－12　76．4 5，299－2　　481 318－13　29

3，319－7　1，106 1，203－8401．2 4，522－15　1，507 0　　　0

15，981－6　　532 2，369－0　79．0’ 18，350－6　　611 1，449－2　48

185－0　　185 0　　　0 185－0　　185 G　　　O

84－8　　2．7 13，253－15　427 45－6　　1

22，660－9　　5G3 1，299－1128．9 23，960－4　　532 1，523－15　34

13，749－111，G57 2，947－8226．7 16，697－3　ユ，284 1，216－1　93

49，764一三1　553 4，331－1147．9 54，096－6　　601 2，785－6　31

なる。②自給された労働力・物財等を除き実際支払われた部分のみ。

ル
の
第
皿
類
型
の
形
態
で
、
か
か
る
地
主
U
商
人
“
高
利

貸
の
対
極
に
、
多
量
に
累
積
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

特
に
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
に
お
い
て
は
、
こ
の
新
た
な
層
が

ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
に
登
場
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
別
事
の
過
程
で
の
「
占
有
小
作
」
上
層
の
土
地
の
急

激
な
集
積
、
そ
れ
を
刈
分
小
作
地
と
し
て
貸
出
し
、
高
率

の
生
産
物
地
代
を
収
得
、
販
売
す
る
隠
匿
商
人
（
営
3
雫

　
　
　
　
⑦

窪
日
由
。
胃
α
①
目
）
と
し
て
、
彼
ら
は
機
能
し
、
驚
く
べ
き
富

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
貯
わ
え
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
に
お
い
て
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
県
の
三
ケ
村
で
の

土
地
所
有
と
経
営
形
態
、
家
計
状
況
等
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
イ
サ
ク
報
告
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
以
下
の
諸
点
を

明
ら
か
に
す
る
。
第
一
に
、
パ
テ
ー
ル
の
第
－
類
型
が
農
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ベンガルの刈分小作制について（河合）

表6一（2）各村の家計

（13）齢毒年 （14）農家数 ㈱　人　口 ｛16）総所得額 、〔1の所有地

Rs ％ 人｛…5’ん人 R・一A｛1㊧ん、R・ ㌃・nん凱1

MO－50 2　　3 16　8．0 1，294－0①　647 5．17　　2．6B玉rnagar村

shakurgaon郡

aプロツク

N51－100 26　34 169　6．5 15，316－0　　589 62．64　　2．4

0101－200 42　55 305，7．3 37，488－0　　892 幽228．88　5．4

P201一 6　　8 ・43　7．1 9，667－0　1，611 86．33　14．4－

合　　　計 76　1GO 533　7・0 63，765－0　　839 383．02　　5。0

．M 3　10 14　4．7 1，004－0　　334 0．26　　0．08Kunia村

c玉najpur郡

cプロツク

N 13　43 76　5．8 5，779－14　444 32．王8　　2．5

0 、11　37 41　3．7 5，354－14　　487 65．37　　5．9

P 3’@10 i7　5．7 6，147－4　2，049 97．53　32．5

合　　計 30　100 148　4．9 18，286－0　　6G9 195．34　　6．5

M ’1　　1 4　4．0 184－0　　184 0．03　　0．03Durgapur村

aa玉urghat郡

bブロック

N 31　35 186　6．0 17，113－3　　552 43．66　　L4

0 45　50 202　4．5 26，089－3　　579 122．45　2．7

P 13　14 70　5．4 18，900－11　1，454 178．21　13．7

合　　　計 90　100 462　5ユ 62，287－1　　692 344．35　　3．8

所）イサク報告書Part　1、　pp．132－3，注）①原表の誤りか，1入当り所得80．8Rsと

村
内
部
に
広
範
に
析
出
さ
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
こ
の
析

出
は
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
と
ア
マ
ソ
作
地
帯
で
は
異
な
っ
た

形
を
と
る
こ
と
。
前
者
に
お
い
て
は
土
地
か
ら
の
分
離
↓

結
合
1
1
刈
分
小
作
が
主
要
な
形
態
で
あ
り
、
壁
貫
に
お
い

て
は
、
零
細
自
作
経
営
＋
副
業
（
農
業
労
働
）
と
い
う
形
態

を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
千
畑
は
主
と
し

て
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開
、
富
農

層
の
形
成
の
さ
れ
方
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
各
地
帯
に
お
け
る
地
主
制
の
二
つ
の
地
帯
的
特
色
を

表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
G
D
　
三
ケ
耕
に
お
け
る
刈
分
小
作
の
析
出

　
B
ブ
ロ
ッ
ク
の
B
村
は
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
、
D
ブ
ロ
ッ

ク
の
ク
ニ
ア
村
（
以
下
K
村
）
は
ア
マ
ン
作
地
帯
、
C
プ
ロ

ヅ
ク
の
ド
ル
ガ
プ
ー
ル
村
（
以
下
D
村
）
は
こ
れ
ら
の
中
間

に
属
し
て
い
る
こ
と
は
二
章
で
示
し
た
。
四
四
－
四
五
年

に
お
け
る
主
要
作
物
の
作
付
比
率
は
表
6
に
示
さ
れ
る
。

図
1
よ
り
ジ
ュ
ー
ト
作
は
四
五
年
以
降
は
さ
ら
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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6一（3）所有規撲別刈分小作地，貸出と借入

刈分小作貸出地 刈分小作借地 全経営面積
@（3）十｛9） 一戸当り

ｽ均所有
Gーカー

所　有

K　模
規模別分布 1戸当り平

ﾏエーカー
規模別分布

正戸当り平
ﾏエーカー

1戸当り平
ﾏエーカー

0 0 0 59．3 4．5 4．510・17Bimagar村

shakurgaon郡

aプロツク

一1 0 0 6．3 3．0 3．7　　　　　0．95

1－3 0 0 20．0 3．6 4．81　2．・

3－5 2．6 0．5 0．4 0．1 2．9　　　　　4．0

5一 97．4 6．8 14．0 1．6 10．1 16．0

100．0 玉00．0 5．5 5．0

0 0 0 20．4 0．7 0．7 0．07Kunia村

cinalpur郡

cプロツク

一1 0 0 0 0 0 0

1－3 0 0 35．8 3．5 5．2 2．0

3－5 0 0 40．9 2．6 6．7 4．3

5一 100 8．4 2．6 0．1 8．8 17．9

100・ 100．0 4．9 6．5

0 0 0 16．2 1．0 LO O．07Durgapur村

aalurghat郡

bプロツク

一1 3．6 0．16 18．8 2．．2 2．6 O．65

1－3 21．1 0．58 3L4 2．4 3．3 1．9

3－5 6．3 0．42 16．8 3．1 5，6　　　　　3．8

5一 69．0 2．3 16．8 L5 12．5114．0
100．0 100．0 4．613・8

出所）イサク報告，P．47，132－3．より作成した。

　　　　　　　　　主要作物作付比率

村
各村作付面積
vエーカー

ジュート

@　　％
アウス稲
@　　％

アマン稲

@　　％
甘　　簾

@　　％

計　　％

B 308．50 12 20 59 9 100

K 1G9．12 0．5 4．5 95
一

100

D 301．50 3
一

97
一

1GO

注）主要4作物の作付面積合計は耕地〔fi　6　一｛1）の（3｝二十⑫欄〕の約7割。

　
さ
て
、
所
得
規
模
励
の
各
層
の
農

家
数
の
検
討
に
よ
り
、
五
エ
ー
カ
ー

前
後
層
の
農
家
経
営
の
破
綻
は
B
村

で
急
激
で
、
K
村
に
お
い
て
緩
慢
で

あ
る
、
こ
れ
は
次
の
二
点
で
示
さ
れ

る
。
第
一
に
B
村
で
は
貧
農
層
で
あ

る
一
－
五
エ
ー
カ
ー
層
の
農
家
数
が

全
農
家
数
の
二
六
％
で
あ
る
が
、
K

村
で
は
三
三
％
、
D
村
で
は
三
四
％

で
あ
る
。
第
二
と
し
て
、
ジ
ュ
ー
ト

作
地
帯
の
家
計
と
ア
マ
ン
作
地
帯
の

家
計
と
を
比
較
す
る
と
、
総
所
得
額
、

支
出
額
の
絶
対
額
は
前
者
に
お
い
て

大
き
く
、
後
者
で
は
小
さ
い
。
負
債

額
も
前
者
で
多
く
、
こ
の
年
の
経
営

の
収
支
⑯
一
㈲
を
み
る
ど
、
B
村
で

は
上
層
の
P
層
を
除
け
ば
全
階
層
で

赤
字
で
あ
る
。
一
方
K
村
で
は
、
N

層
、
D
村
で
は
M
層
と
、
．
下
層
に
お
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ベンガルの刈分小作糊について（河合）

い
て
赤
字
が
み
ら
れ
る
点
で
B
村
と
対
照
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
と
ア
マ
ン
作
地
帯
に
お
け
る
商
業
的
農
業
“
社
会
的
分
業

の
展
開
度
の
差
異
が
、
農
家
経
済
破
壊
の
か
か
る
相
違
を
結
果
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
賃
労
働
者
の
析
出
の
さ
れ
方
、
し
た
が
っ
て
岡
時
に

そ
れ
ら
の
存
在
形
態
も
異
な
っ
た
類
型
を
と
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
刈
分
小
作
と
し
て
の
借
入
地
に
つ
い
て

み
れ
ば
、
ジ
ェ
ー
ト
作
地
帯
で
は
借
入
地
を
加
え
て
五
工
ー
カ
！
に
近
い
経
営
規
模
に
達
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
特
に
下
層
で
み
ら
れ
る
。
他

方
、
ア
マ
ソ
作
地
帯
で
は
、
借
入
地
が
少
く
、
所
有
規
模
で
下
層
の
農
家
は
、
経
営
規
模
に
お
い
て
も
三
工
ー
カ
ー
以
下
で
あ
る
。
こ
れ
を
村

全
耕
地
面
積
に
占
め
る
刈
分
小
作
力
率
⑫
＼
③
＋
⑫
で
み
れ
ば
、
以
上
の
分
解
の
二
方
向
に
対
応
し
て
、
B
村
で
は
五
五
％
と
高
く
、
し
か
も

無
土
地
所
有
階
層
に
そ
の
六
〇
％
が
集
中
し
て
い
る
。
他
方
、
K
村
で
は
二
七
％
と
い
う
紺
照
を
示
す
。
D
村
で
は
四
〇
％
で
あ
り
、
中
間
的

な
傾
向
を
表
現
し
て
い
る
。

　
次
に
、
各
地
帯
の
地
主
制
を
簡
単
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。
ま
ず
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
で
は
土
地
か
ら
分
離
さ
れ
た
プ
ロ
層
は
、
刈
分
小
作
と
い
う

形
態
で
土
地
と
再
度
結
合
せ
し
め
ら
れ
る
。
か
か
る
地
主
・
小
作
関
係
（
冒
梓
巴
霞
・
〉
鳥
ぼ
胃
）
の
下
で
、
小
作
は
高
率
の
現
物
小
作
料
を
支
払
う
。

他
方
、
地
主
は
小
作
料
と
し
て
の
米
穀
に
加
え
て
、
小
作
が
窮
迫
販
売
し
た
米
穀
の
地
方
市
場
を
も
把
握
し
、
飢
謹
後
の
米
価
高
騰
に
よ
っ
て

莫
大
な
利
益
を
実
現
し
た
。
三
〇
年
代
後
半
の
富
農
的
蓄
積
が
、
地
主
踊
商
人
1
1
高
利
貸
と
い
う
三
位
一
体
的
存
在
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
の
プ
ロ
層
は
パ
テ
ー
ル
の
第
H
類
型
中
、
刈
分
小
作
と
い
う
形
を
と
る
。

　
他
方
、
ア
マ
ン
作
地
帯
に
お
い
て
は
、
第
豆
類
型
中
、
零
細
自
作
農
と
い
う
形
で
の
過
剰
人
口
の
滞
留
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
般
に
、

家
計
費
が
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
よ
り
低
く
、
自
給
的
色
彩
が
強
い
が
、
D
村
の
M
層
の
一
農
家
を
例
外
と
し
て
、
O
層
以
下
は
お
お
よ
そ
三
〇
〇

一
五
〇
〇
ル
ピ
ー
の
所
得
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
劉
業
収
入
に
よ
っ
て
家
計
が
補
充
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
多
量
に
存
在
す
る
こ

の
層
は
副
業
と
し
て
臨
時
に
農
業
労
働
に
雇
傭
機
会
を
求
め
る
。
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
で
は
上
層
は
地
主
化
の
途
を
と
る
が
、
ア
マ
ソ
作
地
帯
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毬

は
自
作
化
の
傾
向
が
強
く
、
上
層
は
か
か
る
労
働
力
を
使
用
し
て
稲
作
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
以
上
か
ら
次
の
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
に
お
い
て
土
地
か
ら
の
分
離
の
急
激
な
進
行
が
み
ら
れ
た
に
せ
よ
、
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両
地
帯
で
農
村
内
に
析
出
さ
れ
、
滞
留
す
る
半
プ
ロ
・
プ
ロ
層
は
パ
テ
ー
ル
の
第
W
類
型
で
な
く
、
第
H
類
型
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
飢
饒
後
の
半
プ
ロ
・
プ
ロ
層
の
主
要
な
存
在
形
態
で
あ
り
、
農
業
労
働
力
の
莫
大
な
潜
在
的
な
供
給
源
な
の
で
あ
る
。
こ
の
第
E
類
型
の
析

出
が
、
農
業
発
展
に
お
け
る
賃
労
働
者
形
成
の
イ
ン
ド
的
特
色
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
で
、
刈
分
小
作
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
刈
分
小
作
は
、
地
主
の
も
と
に
♪
排
他
的
な
土
地
所
有
権
が
確
立
さ
れ
て
い
く
（
「
占
有
小
作
」
権
の
集
積
、
強
化
）
過
程
に
対
応

し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
で
み
た
如
く
、
土
地
か
ら
の
分
離
↓
再
結
合
と
い
う
形
成
過
程
を
と
る
が
、

次
の
如
き
例
も
存
在
し
う
る
。
た
と
え
ば
、
農
業
労
働
者
と
し
て
雇
傭
さ
れ
、
費
用
の
全
部
を
地
主
が
負
担
し
、
自
ら
が
耕
作
し
た
土
地
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
生
産
物
の
三
分
の
一
を
現
物
で
支
給
さ
れ
る
と
い
う
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
支
払
い
に
お
い
て
は
刈
分
小
作
形
態
を
と
る
が
、
事
実
上
の
常

雇
の
賃
労
働
者
と
も
い
え
る
。
こ
の
場
合
、
地
主
が
一
切
の
経
営
資
本
の
提
供
者
で
あ
る
と
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
刈
分
小
作
地
に
お
け
る

労
働
過
程
に
ま
で
地
主
の
指
示
、
監
督
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が
充
分
推
測
さ
れ
、
小
作
経
営
と
し
て
の
自
立
性
は
極
度
に
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
え
な
い
。
ま
た
、
地
主
の
経
営
す
る
土
地
で
の
労
働
の
支
払
い
に
、
少
面
積
の
土
地
が
貸
出
さ
れ
る
と
い
う
例
も
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
の

小
作
地
は
労
賃
の
現
物
支
給
と
い
う
形
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
刈
分
小
作
は
、
い
ず
れ
も
賃
労
働
者
的
色
彩
を
濃
く

お
び
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
主
要
な
生
産
手
段
で
あ
る
土
地
に
対
す
る
権
利
を
完
全
に
喪
失
し
て
い
る
と
い
う
点
、
第
二
に
は
労
働
過

程
の
側
面
で
は
、
経
営
者
と
し
て
の
自
立
性
が
極
度
に
乏
し
い
と
い
う
点
に
示
さ
れ
る
。
小
作
米
は
勿
論
の
こ
と
、
自
己
の
取
り
分
米
の
販
売

（
窮
追
販
売
的
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
）
す
ら
地
主
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
い
う
関
係
に
ま
で
至
れ
ば
、
生
産
物
市
場
か
ら
遮
断
さ
れ
る
。
種
籾
や

肥
料
の
支
給
も
受
け
る
と
い
う
点
で
は
原
料
市
場
か
ら
も
遮
断
さ
れ
、
も
は
や
小
商
品
生
産
者
と
し
て
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

①
℃
暮
⑳
押
の
」
二
箆
恥
§
ミ
、
楠
ミ
ミ
ト
き
。
ミ
ミ
恥
§
§
§
、
嵩
、
9
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
註
ラ

三
斜
巳
㎝
b
o
辱

②
　
主
と
し
て
債
務
奴
隷
的
関
係
℃
簿
鉾
。
》
ミ
‘
や
謬
以
下
。

③
o
。
象
℃
。
コ
。
鴇
さ
葛
昇
（
占
有
小
作
）
↓
8
昌
窪
掌
暮
－
づ
、
田
（
任
意
小
作
）
↓

　
珍
霞
⑦
。
お
唱
自
（
刈
分
小
作
）
と
い
う
序
列
で
土
地
か
ら
の
分
離
が
進
ず
る
。

勺
暮
⑦
一
・
o
㌧
，
ミ
ニ
℃
。
員
ρ

④
O
o
〈
戸
o
h
ぎ
象
ρ
ら
§
象
h
恥
ミ
さ
ミ
ミ
N
ミ
ト
ぎ
N
■
嵩
噂
割
§
防
W
切
§
偽
ミ
”

　
恥
隷
蔵
ミ
勲
O
詠
§
§
｝
、
謡
轟
ミ
馬
u
往
年
切
戸
♪
や
心
○
。
b
。
■

⑤
　
定
義
が
不
明
確
で
あ
る
が
パ
テ
ー
ル
の
第
丑
類
型
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
G
§
い
浅
腎
や
直
。
。
P
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⑦
　
佐
藤
宏
「
S
・
セ
ソ
著
ベ
ン
ガ
ル
の
農
民
闘
争
一
九
四
六
一
四
七
」
　
『
ア
ジ
ア

　
経
済
』
第
一
四
巻
五
号
、
一
九
七
三
年
、
九
三
頁
。

⑧
ω
⑦
p
ω
こ
愚
．
ミ
こ
や
。
。
■

⑨
　
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
の
寓
濃
的
経
営
の
解
体
↓
刈
分
小
作
地
化
は
、
極
め
て
自
給

　
的
色
彩
の
強
い
零
細
刈
分
小
作
の
広
範
な
存
在
を
も
た
ら
し
た
。
他
方
、
ア
マ
ン

　
作
地
帯
ほ
D
村
の
P
層
（
平
均
経
鴬
規
模
を
越
え
る
上
層
）
の
高
い
営
農
資
金

　
（
0
9
欄
）
の
内
訳
は
、
主
と
し
て
雇
傭
労
賃
が
占
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

　
る
。

⑬
タ
ク
ル
ガ
オ
ソ
郡
1
ー
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
が
テ
バ
が
運
動
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と

　
さ
れ
る
（
佐
藤
、
前
掲
論
文
、
五
一
頁
）
。
そ
れ
は
、
ジ
ュ
ー
ト
作
地
帯
の
か
か

　
る
畏
民
層
分
解
1
1
地
主
制
の
特
質
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
⑫
　
G
§
山
門
℃
誌
。
。
ω
。

ベンガルの刈分小作制について（河合）

四
　
小

括

　
植
民
地
下
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
農
業
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展
の
帰
結
1
1
特
質
は
、
か
か
る
刈
分
小
作
制
の
広
範
な
確
立
に
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。　

イ
ギ
リ
ス
聾
典
型
的
な
資
本
主
義
の
植
民
地
支
配
に
よ
り
、
そ
の
産
業
資
本
の
市
場
と
し
て
包
摂
さ
れ
た
ペ
ソ
ガ
ル
に
お
け
る
農
業
発
展
は
、

生
産
手
段
か
ら
排
除
さ
れ
た
農
民
を
累
積
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
賃
労
働
者
と
し
て
非
農
業
部
門
に
雇
傭
さ
れ
ず
に
農
村
に
滞
留
す
る
と
い
う

方
向
を
と
っ
た
。
こ
こ
に
農
業
発
展
に
お
け
る
特
殊
性
を
み
る
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
下
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
農
民
層
分
解
は
、
　
一
方
に
生
産

手
段
を
喪
失
し
た
半
プ
ロ
・
プ
ロ
層
を
析
出
し
、
他
方
に
土
地
の
集
積
を
生
み
出
す
。
し
か
し
植
民
地
的
特
殊
性
の
下
で
は
、
非
農
業
部
門
で

の
雇
傭
機
会
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
が
故
に
、
そ
れ
ら
の
半
プ
ロ
・
プ
β
層
は
、
刈
分
小
作
と
い
う
形
態
で
、
農
村
に
お
い
て
、
再
度
、
生
産

手
段
と
結
合
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
制
の
下
で
植
民
地
政
府
に
よ
る
一
八
五
九
年
ベ
ン
ガ
ル
借
地
法
を
始
点
と
す
る
一
連
の
ラ
イ
ヤ
ッ
ト
保
護
政
策
は
、
　
「
占
有

小
作
」
権
に
よ
る
土
地
保
有
権
を
強
化
し
、
ザ
ミ
ソ
ダ
ー
ル
へ
支
払
う
地
代
は
固
定
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
引
き
上
げ
は
制
限
さ
れ
た
。

崎
型
的
で
あ
る
に
せ
よ
商
業
的
農
業
の
展
開
は
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
価
格
条
件
下
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
占
有
小
作
」
上
層
に
剰
余
を
蓄

積
せ
し
め
う
る
可
能
性
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
三
〇
年
代
前
半
の
農
産
物
価
格
の
下
落
は
、
各
階
層
に
異
な
っ
た
対
応
を
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結
果
さ
せ
、
上
層
に
お
い
て
は
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
ジ
ェ
ー
ト
価
格
の
相
対
的
優
位
性
に
よ
り
、
富
農
的
経
営
を
行
な
う
層
を
出
現
さ
せ

た
。
他
方
、
中
下
層
の
土
地
か
ら
の
分
離
が
同
時
に
進
行
す
る
。
ベ
ン
ガ
ル
語
学
が
こ
の
分
解
の
総
仕
上
げ
を
行
な
っ
た
。
千
里
を
契
機
と
す

る
米
価
の
高
騰
は
、
富
農
的
経
営
を
解
消
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
帝
国
主
義
本
国
の
再
生
産
構
造
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
制
約
下

で
は
、
富
農
の
地
主
1
一
商
人
1
1
高
利
貸
化
を
意
味
し
た
。
こ
こ
に
み
る
地
主
・
刈
分
小
作
、
冒
8
撃
墜
・
》
α
塁
打
関
係
の
確
立
は
、
三
〇
年
代

か
ら
飢
饒
に
至
る
時
期
に
お
け
る
農
民
層
分
解
を
前
提
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
刈
分
小
作
の
性
格
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
に
最
重
要
な
生
産

手
段
一
1
土
地
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
経
営
学
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
地
主
が
支
給
し
、
小
経
営
と
し
て
の
自
立
性
は
極
度
に
乏
し
く
、

種
々
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
検
討
し
た
時
期
、
地
域
に
お
け
る
事
実
上
の
賃
労
働
者
の
性
格
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
地
主
の
土
地
に
は
、
ザ
ミ
ソ
ダ
ー
ル
へ
の
地
代
支
払
い
額
の
実
質
的
低
下
と
、
刈
分
小
作
に
と
っ
て
の
小
作
権

　
　
　
①

の
弱
体
化
、
土
地
か
ら
の
分
離
と
い
う
点
で
、
事
実
上
排
他
的
な
土
地
所
有
権
が
成
立
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
小
作
権
の
否
定
と
労
働
過
程

に
お
け
る
自
立
性
の
極
度
に
低
い
刈
分
小
作
制
の
広
範
な
展
開
と
、
他
方
で
の
高
利
貸
的
性
格
を
持
ち
、
小
作
関
係
に
債
権
・
債
務
関
係
を
重

複
さ
せ
、
小
作
経
営
の
労
働
過
程
に
介
入
し
、
現
物
小
作
料
に
よ
っ
て
米
穀
市
場
に
登
場
す
る
q
o
a
鴛
ゐ
露
呈
占
。
震
創
巽
層
の
存
在
は
、
ま
さ

に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
再
生
産
構
造
に
組
み
込
ま
れ
、
収
奪
を
受
け
た
べ
ソ
ガ
ル
の
農
業
に
お
け
る
、
そ
の
発
展
の
帰
結
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
独
立
後
の
国
民
会
議
派
政
権
は
、
農
業
に
お
い
て
は
か
か
る
経
済
構
造
を
土
台
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
過
言
で
は
な

か
ろ
う
。

　
以
上
、
限
定
さ
れ
た
時
期
、
地
域
に
お
け
る
分
析
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
調
に
つ
い
て
の
見
解
は
検
討
を
迫

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
点
を
示
し
た
。
但
し
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
8
ザ
ミ
ソ
ダ
ー
ル
の
領
地
（
①
ω
富
汁
①
）
経
営
や
農
民
把
握
等
の
検
討
、

⇔
帝
国
主
義
・
植
民
地
と
い
う
枠
組
に
お
け
る
流
通
過
程
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
。
特
に
、
米
穀
と
一
次
産
品
と
し
て
輸
出
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
ト

に
つ
い
て
の
解
明
、
国
一
連
の
小
作
農
保
護
法
の
成
立
の
背
景
と
そ
れ
が
農
村
経
済
構
造
に
与
え
た
影
響
の
具
体
的
検
討
、
⑲
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
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ワ
ジ
ー
形
成
と
の
関
連
に
お
け
る
ジ
ョ
ト
ダ
ー
ル
の
性
格
規
定
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
に
強
綱
的
に
包
摂
さ
れ
た
イ
ン
ド
に
お
け
る

本
源
的
蓄
積
過
程
と
地
主
制
の
溝
造
と
い
う
視
角
の
追
求
。
こ
れ
ら
の
点
は
あ
わ
せ
て
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

①
　
三
五
一
三
八
年
調
査
。
全
刈
分
小
作
中
、
刈
分
小
作
期
間
三
年
以
下
が
C
ブ
ロ

　
ッ
ク
で
五
六
％
、
D
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
六
一
％
。
国
ω
P
や
b
。
轡

　
付
　
記

　
小
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
三
好
正
喜
先
生
の
御
指
遵
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
今
西
　
一
、
長
島
　
弘
の
両
氏
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
群
馬

ベンガルの刈分小作制について（河合）
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The　Sharecropping　System　in　’Bengal’

by

Akinobu　Kawai

　　This　article　is　about　the　zamindari　system　of　Dinajpur　prefecture　in

northern　Bengal．　One　purpose　is　to　document　the　emergence　of　pros－

perous　farmers　by　jute　culture　in　late　1930s　and　to　analyze－mainly

by　investigating　the　price　changes　of　jute　and　rice－the　process　and

elements　of　their　growing　into　the　landowners　in　1940s．　The　other　iS

to　mal〈e　it　clear　that　economic　foundations　of　these　landowners　are

upon　the　sharecropping　system　and　the　sharecroppers　are’ @to　be　regarded

as　wageworkers．

　　Examining　the　landowner－sharecropper　relations　formed　by　the　poiar－

ized　dlssolution　of　peasantry　under　the　zamindari　system，　the　author

tries　to　represent　that　the　usual　viewpoint　must　be　revlsed，　which

has　identified　zamindari　system　with　landownership・

Georg　Spalatin　und　die　Anfange　der　deutschen　Reformation

von

Ryoichi　Nagata

　　Georg　Spalatin　ist　einer　der　wichtigsten　Mitarbeiter　Luthers　in　der

deutschen　Reformation．　Als　Vermittler　zwischen　dem　1〈ursachsischen

Hof　und　Lutlter　hat　er　sich　der　sch6pferischen　Arbeit　fur　den　Aufbau

der　Reformation　gewidmet，　und　als　Humanist　hat　er　noch　dazu　elfrig

an　der　Uberzeugung　Luthers　Anteil　gehabt．　ln　dieser　Abhandlung

verfolgen　wlr　seine　Tatigkeit　begrenzt　in　der　ersten　Phase　der　refor－

matorischen　Bewegung－denn　er　vornehmlich　in　diesen　Jahren　darauf

groBen　EinfluB　ausgeUbt　hat．　1．　Zuerst　beim　Thesenschiag　in　1517　hat

er　bereits　mit　Luther　in　Kontakt　gestanden，　was　Uber　die　Entwicklung

der　Reformation　entscheidend　ware．　2．　Da　hat　der　Thesenschlag　im

Hinterhalt　die　blblisch－humanistische　Reform　zur　Universitat　Wit£en－

berg　gehabt，　die　die　belde　gemeinsam　uBtergenommen　haben．　3．　Endlich

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（968）




